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こ
く
ぶ
ん
け
ん〈
推
し
〉の 
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一
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ご
あ
い
さ
つ

　
国
文
学
研
究
資
料
館
は
、
今
年
で
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
半
世
紀
に
及
ぶ
年
月

の
中
で
、
わ
が
館
に
は
、
膨
大
な
書
籍
、
資
料
、
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
利

用
に
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
に
よ
っ
て
、
三
〇
万
点
の
古
典
籍
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
て
収
集
し
、

公
開
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
努
力
を
重
ね
、
ま
も
な
く
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

二
四
時
間
、世
界
中
か
ら
の
利
用
が
可
能
な
わ
け
で
す
。
こ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
実
物
を
見
た
い
と
い
う
願
望
も
ま
た
強
ま
っ
て
き

ま
す
。本
物
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、バ
ー
チ
ャ
ル
な
情
報
の
価
値
も
高
ま
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　今
回
館
員
た
ち
に
、
当
館
の
所
蔵
す
る
古
典
籍
の
中
か
ら
、
こ
れ
ぞ
と
い
う
「
本
物
」

を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
稀き

覯こ
う

本
だ
か
ら
、
挿
絵
が
き
れ
い
で
、
装
訂
が

見
事
、
学
問
的
重
要
性
等
々
、
推
す
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
古
典
籍
へ

の
私
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
ま
た
、当
館
を
利
用
さ
れ
て
き
た
人
々
の
、

さ
ら
に
は
、
古
典
籍
を
い
ま
に
伝
え
て
き
た
人
々
の
思
い
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
本

を
見
る
と
は
、
そ
う
い
う
思
い
を
も
受
け
取
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
な
に
も
難

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
を
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
ず
そ
う
い
う
思

い
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
本
物
の
世
界
へ
、
よ
う
こ
そ
。

国
文
学
研
究
資
料
館
長

　渡部
泰
明

63

54

十
六
夜
日
記

江
戸
初
期
刊

一
冊

99-212

　

55

御
曹
子
島
渡

江
戸
中
期
刊

一
冊

96-814-4

　

56

諸
原
起
類
聚
鏡

江
戸
後
期
写

一
冊

29-144

57

大
殿
様
御
湯
治
之
記

文
政
六
年
写

一
冊

26A/

う998

58

紀
伊
国
日
高
郡
天
音
山
道
成
寺

江
戸
後
期
刊

一
枚

59

上
州
草
津
温
泉
之
図

江
戸
後
期
刊

一
枚

60

方
丈
記

〔
慶
長
一
五
年
以
前
〕
刊

一
冊

99-168

61

世
間
胸
算
用

元
禄
五
年
刊

五
冊

ナ4-954

62

道
中
膝
栗
毛

享
和
二
〜
文
化
一
一
年
刊
　
一
八
冊

ナ4-61

第
三
章

　国
文
研
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

　

63

国
文
学
研
究
資
料
館
中
央
棟
新
営

そ
の
他
工
事

寄
せ
書
き

64

国
文
学
研
究
資
料
館

関
係
者
名
簿

65

定
礎
記
念
　

66

初
期
の
当
館
概
要

（1974

年
〜1976

年
）

67

定
礎
に
入
っ
て
い
た
記
録
物
の
箱

参
考
文
献
一
覧

 ・
土
屋
喬
雄
『
渋
沢
栄
一
』（
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
、
一
九
八
九
年
）

 ・
『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵 

伊
勢
物
語
図
録 

第
四
集 

伊
勢
物
語
か
る
た
・
王
朝
へ
の
あ
こ
が
れ
』（
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文

華
館
、
一
九
九
三
年
）

 ・
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
史
料
館
収
蔵
史
料
総
覧
』（
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）

 ・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
編
『
岩
瀬
文
庫
の
一
〇
〇
点
　創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
特
別
展
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、二
〇
〇
八
年
）

 ・
田
渕
句
美
子
編
『
十
六
夜
日
記
白
描
淡
彩
絵
入
写
本
・
阿
仏
の
文
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

 ・
池
田
和
臣
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
　鎌
倉
時
代
古
写
本
　源
氏
物
語
十
六
帖
（
榊
原
本
）」（
国
文
学
研
究
資
料
館
影

印
叢
書
4
『
源
氏
物
語
　榊
原
本
一
〜
五
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

 ・
中
尾
友
香
梨
・
井
上
敏
幸
著
『
文
人
大
名
鍋
島
直
條
の
詩
箋
巻
』（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
四
年
）

 ・
安
原
眞
琴
「
新
出
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
扇
の
草
子
』
屏
風
―
書
誌
と
翻
刻
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
一
一
号
、

二
〇
一
四
年
一
月
）

 ・
小
秋
元
段
「
解
説
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
７
『
嵯
峨
本
　方
丈
記
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

 ・
齋
藤
真
麻
理
「
渡
海
の
絵
巻
―
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
　文
学
研
究
篇
』

四
四
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

 ・
石
川
透
「
文
献
と
し
て
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
」（『
日
本
文
学
』
六
九
│
七
号
、
二
〇
二
〇
年
七
月
）
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創
立
五
〇
周
年
記
念
展
示
に
つ
い
て

西
村
慎
太
郎

　
創
立
五
〇
周
年
記
念
展
示
で
は
次
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
展
示
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　瑬┉珕
の
「䫟ثس┉⫈
」
で
は
当
館
に
所
属
し
て
い
る
日
本
文
学
、
歴
史
学
お
よ

び
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
研
究
者
が「
推
し
」と
す
る
館
蔵
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

情
報
系
研
究
者
は
日
本
文
学
と
連
携
し
た
研
究
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
当
館
所
属
の
研
究

者
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の
個
性
に
つ
い
て
作
品
を
通
じ

て
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　瑬◅珕
の「㎁乃溿ةغشق
」で
は「
自
然
を
味
わ
う
」「
あ
の
人
が
書
い
た
文
字
」「
挿

絵
を
楽
し
む
」「
書
物
で
国
際
交
流
」「
古
典
と
旅
を
す
る
」「
古
典
で
遊
ぶ
」「
今
年
記
念

を
迎
え
る
本
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
、
展
示
で
は
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
作
品
を
ご

覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　瑬└珕
の
「㎁乃溿غبغتذذطغتس
」
は
当
館
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
資
料
を

写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。
今
回
は
当
館
が
創
立
し
た
時
の
品
川
区
戸
越
の
建
物
の

定
礎
に
収
め
ら
れ
て
い
た
資
料
を
主
に
展
示
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
展
示
に
当
た
っ
て
は
人
間
文
化
研
究
機
構
人
文
知
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で

あ
る
当
館
特
任
助
教
の
粂
汐
里
が
全
面
的
な
構
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
館
の
企

画
評
価・広
報
係
や
事
業
係
と
い
っ
た
事
務
が
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。手
前
味
噌
な
が
ら
、

若
手
研
究
者
や
事
務
も
含
め
て
一
丸
と
な
っ
た
特
別
展
示
を
御
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。
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凡
例

 ・
本
冊
子
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
特
別
展
示
と
し
て
、
二
〇
二
二
年

五
月
一
三
日
（
金
）
か
ら
八
月
三
一
日
（
水
）
ま
で
、
国
文
学
研
究
資

料
館
展
示
室
に
お
い
て
開
催
す
る
「
創
立
五
〇
周
年
記
念
展
示
　
こ
く

ぶ
ん
け
ん
〈
推
し
〉
の
一
冊
」
の
展
示
解
説
で
あ
る
。

 ・
作
品
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
お
よ
び
解
説
、
出
品
リ
ス
ト
の
表
記
は
、
展
示
番

号
、
作
品
名
、
時
代
（
推
定
の
場
合
は
〔 

〕
に
記
す
）、
員
数
の
順
に

記
載
し
た
。

 ・
第
一
章
は
、
二
〇
二
二
年
二
月
末
日
の
時
点
で
当
館
へ
の
所
属
が
決
定

し
て
い
る
日
本
文
学
、
歴
史
学
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
研
究
者
ら
が

紹
介
し
た
い
一
冊
を
選
び
、
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。
ま

た
情
報
系
研
究
者
は
、
日
本
文
学
と
連
携
し
た
研
究
を
紹
介
し
た
。

 ・
第
二
章
の
作
品
解
説
は
、当
館
の
渡
部
泰
明
、入
口
敦
志
、西
村
慎
太
郎
、

粂
汐
里
、
黄
昱
が
執
筆
し
た
。

 ・
第
三
章
は
、
西
村
が
解
説
お
よ
び
年
表
作
成
を
担
当
し
た
。

 ・
編
集
責
任
　
入
口
敦
志
（
教
授
）

 

　
　
　
　
　
西
村
慎
太
郎
（
教
授
）

　
　
　
　
　
　
北
村
啓
子
（
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
粂
　
汐
里
（
特
任
助
教
）

　
　
　
　
　
　
黄
　
昱
（
特
任
助
教
）
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第
一
章  

〈
推
し
〉の
一
冊

ＱＲコードから

〈推し〉の一冊紹介動画を

ご覧いただけます！
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第
一
章
　〈
推
し
〉
の
一
冊

諰ص
ث

سئعث䤜خت僖إط堭鑜夵س⫈┉سث

鷹ئر㘃ئح鈐قث曓قذ⚥قئس燡ئعث璛خش縖غجذظث䄢قب㯸ج儖ذقض

仼ذ⫈┉س╈سＧＳلأىＬيخإ┉قج弍خط冋ثش╦ج

儖⹿⪯乃㰢㛻硌䢥⹜儖س䈓إد儖طإدخرظزقض

غفإذ⛼سئإ㳃حث㲊سغف⸊ثص諰ز芗┉س堭鑜ستج

بإرسذسحغث鋔♞ز㲊㳃بجطإد

ارظ☪غرذ◁㛻鑜دخؤب鐄ئإذ

婊浓قجطإدإخبستثحح傴س㲊

㳃س洠⛼ب⣞擻بئإذررゖ갭زتحꝥ

䫟

探
求
意
欲
を

か
き
た
て
る

和
歌
の
根
本
を

問
う
一
冊

わ
た
な
べ
・
や
す
あ
き
▼ 

藤ふ
じ

原わ
ら
の
俊と
し
成な
り
や
定
家
な
ど
、
中
世
の
和

歌
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
和
歌
は
ど
う
し
て
こ
れ
ほ

ど
長
く
続
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
抱
え
な
が
ら
、
和
歌
の

歴
史
を
で
き
る
だ
け
大
き
な
視
野
か
ら
眺
め
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。『
和
歌
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、

『
中
世
和
歌
史
論 

様
式
と
方
法
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）、

『
和
歌
史 

な
ぜ
千
年
を
越
え
て
続
い
た
か
』（KADOKAW

A

、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
、
そ
の
格
闘
の
軌
跡
で
す
。

1『
毎ま

い

月げ
つ

抄し
ょ
う

』

▼
推
す
人

 

渡
部
泰
明
（
館
長
）

رب雛رضإرإحخظسزةادظ鱮ث

⫂㳊ق䧏جطإدخ⽰堭إعسغ⛼ئرس

سغإدث䬠颯قゖ갭ر劮儖氳ئإذبس

䙫سصゖ갭䫒姲ذغ釤ق䄢㯸儖ستجذ

培جطجطب䍚بقجطبدخرة
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قغحشⶇ⪟☔鹟└ق䣆⺲س堭⽰بئذ♳قب⪛سغف⸊

堭جفؤ⺬حئ䎬䌋حثز└ⶇ⪟☔堭⺬س娡䢔

僿ذغ⪋ز䅻ز堭قج♁ب社دخ⛂قئ⮍车حثطغث

մմ
⪟堭♁մ
մظدتبق⪟
堭♁غر

鐛إس겧ئص刾برظ㛡ح槳غ└ⶇ└稴

մ
ꮽ⮍丝撶ئعخꝎإتⶇ⪟堭♁䜲└قض儖ب㻴ث䀍س儖傴دث

ة岐꞊ز⮍稴ذ车⮍سꮽإئ姧قب㴌ة禆ز
غة⠐سطج鉈حث┙

碛ح䉎زقؤ㍔ذقرخ碛䉎儖└ⶇ⪟堭♁ذ鵟燡جطغث

⚥儖哕ةت燵غط䫴⭳قت⸊سسحث逷قح╘سئح辐碊ب紆إث㹭

榹洠ثحح仾襓儖ذ⸉قت갭إح皢قج堭♁غج⤓⪮ق┕儖جذ

か
ん
さ
く
・
け
ん
い
ち
▼ 

日
本
近
世
文
学
、
特
に
和
歌
史
・
学
芸
史
専
攻
。

院
生
の
時
以
来
、
江
戸
の
人
び
と
が
学
び
楽
し
ん
だ
「
和
歌
」
と
い
う

も
の
の
持
つ
チ
カ
ラ
を
探
索
す
る
〈
旅
〉
を
続
け
て
、今
に
至
り
ま
す
。

江
戸
に
即
し
て
／
古
典
籍
に
寄
り
添
っ
て
、
地
味
だ
け
れ
ど
も
い
ぶ
し

銀
の
仕
事
を
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
墨
田
区
生
ま
れ
、
荷
風
縁ゆ
か

り
の
市

川
育
ち
。恩
師
は
能の

村む
ら

登と

四し

郎ろ
う・田

村
禎よ
し

之ゆ
き（

市
川
中
高
）、大お
お

輪わ

靖
宏（
上

智
大
学
）・
雲き

英ら

末
雄
・
林
望の
ぞ
む。

近
詠
一
句
。

　
　
　
濃
き
薄
き　
花
の
吉
野
の　
つ
づ
ら
折を

り　
　
　
研
一

2〔
素そ

庵あ
ん

本ぼ
ん

三さ
ん

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

歌か

仙せ
ん

〕

▼
推
す
人

 

神
作
研
一
（
教
授
）

槆䄄س┘伺غبرسحꪫقظ靎سئض⩝车غج䀍㻴儖⚥

㎻خط⩞ث⛪ذ葴خظ槆سذ注䎎ز樟جطإدخرغسظ㴌

姧ꮽس⮍车ذ䫟㲊قذ⚥غغث儖قط哕չ燵سغط碛䉎儖氬

☔┉꺙典嬣乃䈻襓زظذذ☪䏲碛䉎儖ظق

جطإدخ䓙ذإحبعدإذظش第ق铙سة㛡غة

諰ص
ث

豊ほ

う

饒じ
ょ
う

な
る

歌
仙
絵
入
り

刊
本
の

世
界
に
遊
ぶ
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兿ب諿قس杯㛻⮆洈舫兿䄫ئ☼ز◹齉ذ槳

㱤㷈䏔قⳉعث⧺حإدظ縖ظث⺮ثع榹ح臽ب
珍ئعغ髲قت

┉⪟㍋▆˓

┉┍◅◐س鍶牭ز╈㎁焰䃸⭳骰ذ

䤔ئعث䑴ئا└┉⪟◐㍋䇗ز全仼حث랋ئا因ةس⦨⶟قر嶎قت

䓪ئعث孬س┉⪟└┉˓

┉⪟▆◅غغثذ☔擻ب儝璛

د玮☼زئح逷ج㯸قب䄢ز♏鲣سظحئⱶققد憠ش䤈ذ

ثذ岣⯡鞲乢س庣鍶جطغغئ縒ذحغغ

دثذ☭㨥ق⦨랋因ب☔س鲣┩仼儖حطد

や
ま
も
と
・
よ
し
た
か
▼ 

江
戸
・
明
治
期
の
日
本
漢
文
学
を
専
門
と

し
て
い
ま
す
。
漢
詩
文
の
持
つ
多
種
多
様
な
形
式
や
価
値
観
の

内
、
ど
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
い
か
な
る
属
性
の
集
団

や
個
人
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
い

を
立
て
な
が
ら
、
近
世
・
近
代
日
本
の
儒
者
・
文
人
・
漢
学
者

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
ま
す
。
著
書
に
『
詩
文
と
経
世 

│
幕
府
儒
臣
の
十
八
世
紀
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一

年
）
が
あ
り
ま
す
。

3『
吉よ

し

田だ

臥が

竜り
ょ
う

軒け
ん

詩し

文ぶ
ん

歴れ
き

代だ
い

詩し

文ぶ
ん

／
六
』

▼
推
す
人

 

山
本
嘉
孝
（
准
教
授
）

伺قط儕خط岲سعث⮣قث榟حب╈㎁乃⴫ز鉴حغ⪮⛮氳◄

㎁⭳骰╈ب臽珍髲جذ鞕ꄆدثذ鋗ꎰس❆

إ▇ق⯡岣س庣鍶乃ث鷛◫ذخح⦨랋因س

焝ظ⛼鍶دإخز璛鐶قذتحثرر炐ج舅ث

璛خش牭بئت儖鞲乢ط⻠ق䄢قب㯸ج儖قض┉ջ鬨غظ⹜ز

جطإدغث䢥襓ز䎎귆دغ

舫ئ
ج

近
世
日
本
人
が

中
国
文
化
に

触
れ
た

具
体
的
事
例

㲊د
إ
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㳃ب擻سظ鏤غحبسꑢ⠐侇♏ق♏

辐غج堭☔ذ曓僼س⹿

ئإ㳃حث㲊سغف⸊ثص諰حخؤذ㰢縖حث鵟ز⪰

┉┉⪟◅┉◅㍋┉ب⽰堭س鉮ꃿز

鋗س⯥⺲جذ傴擻حث鋗دإخ

ز橎ゖس擻☔ر냕鞕غؤإرغث

璻غئ┉ゖ┉璻ذخحبس鋗غث

塶◐└س韬ゖ縖سحبجطإد

䇗┖سꯂقعث䐵ةذ㛾قد永ئس┉┉▆┍┉◅㍋◅

تتجطإدغث䫟峮ذحخح

ذ☔堭س♏劾㸓侇سسظحث炐ز

غؤظذ傴㳃غج辐♏ق♏侇سح

懃خط⩞غط╖جغب䇶فش┉◐┍▆┉⪟└⪙ب傴

ز䄅珷جذ鼧┉سسظحث⫝ب

قجطش⽛ذئا䥨بＳ菊ملآس䇶⩞س

岣دئ㲊㳃س舅璛儖ذحث⫝ق

鋗بجطإدغثسترئعخ

鼧⮆غحؤز㲊㳃舅璛儖س㰆㏇ب

僃鲣㕔⼔حثطغث蓝س嵡س孱

车زظذذ䇶حخب⹿ت璛سغب⮉خش氦榟

غئ縒ق⺒塷سꗲ㲊س璛饉إ⹿ظ

جذ鞲乢ر鞕ꄆظذ┕

う
ん
の
・
け
い
す
け
▼ 

専
門
は
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
頃
の

和
歌
、
歌
学
、
古
典
学
。
公
家
や
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
和
歌
や
物
語
な
ど
の
古
典
を
読
み
解
く
営
み
の
歴
史
を
軸
に
、

仏
教
思
想
や
神
祇
信
仰
、
儒
学
、
国
学
と
い
っ
た
時
代
の
信
仰

や
学
問
と
の
交
渉
や
そ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

調
べ
も
の
に
出
か
け
た
先
で
、
美
味
し
い
も
の
と
地
酒
を
見
つ

け
る
の
が
実
益
を
兼
ね
た
楽
し
み
。

4『
定て

い

家か

物も
の

語が
た
り

』

▼
推
す
人

 

海
野
圭
介
（
教
授
）

㲊د
إ

古こ

筆ひ

つ

切ぎ

れ

の
発
生
や

伝
来
・
鑑
定
の

歴
史
を

考
え
る
上
で
貴
重
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⪒◅ջقط儖قس冎سئت车ث┉⪙㍋㍋䇗匼◐┉ئط⟊

䄢└ջ⫈䋝قئ㲑ئط◐┉⪟┍┍䇗ꝧإب冎قسꝧ

撶إإظذ撶儒دخ⯇ذ⭳撶ذتغج乃قص⴫ب└

┉⪙ջ⪟䇗遨⯍㛾ئط⟊قد┉└䇗㲆قب錉عب儖乃٬䨯

社س⛷氫ز傴ب鱮ط璡جطغؤب㵸ت里ثز你غسꄆتث

鱮ب傴س絬ظ㷑سجج烅撜ꇁحث⫝鬇ز㛾⟊└䇗ب

⫝鬇ز┉⪙㍋⪟䇗└ب⴫ئت䌚بغبؤ伺غس你فب䃷غر榟قط

ط鱮ب傴س䢥䧏儖ثط䷓ار泡ح榹غة剳حطحثطث

え
ど
・
ひ
で
お
▼ 

専
門
は
、
日
本
の
古
典
文
学
で
、
主
に
平
安
時

代
の
作
品
と
物
語
論
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
論
文
「
紫
の
上
と
光
源
氏
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』

四
一
号
）、「
嵯
峨
院
の
六
十
賀
」（
同
四
三
号
）
他
を
発
表
し
ま

し
た
。

5『
宇う

津つ

保ほ

物も
の

語が
た
り

』

▼
推
す
人

 

江
戸
英
雄
（
助
教
）

㛾د
ق

数
々
の

国
学
者
た
ち
の

書
き
込
み
や

貼
り
紙
で

当
時
の
研
究
が

わ
か
る

ح榹حثطث⫝鬇ببر聞ثط亠سꄇث⛪زꮽسإج䷓قؤ㱦ق

ججꇁئⱶزط鱮ب傴حث⫝鬇ق溿狒سفط띾خط鷹بر╈

儒ب僫ط└٬غبؤ宣غئ沟جط䐵٬غر㵸ت㖚بد泡ار䧏سغخظ⺲⯥狜غحبسظضخئ
擻鏤

曑طح柋سذت鐄ظ傴ب鱮ظط鞟碊جطئطز娡

䢔侇♏䏲僿غب䆠儕زفت㎁㰢縖بخح㱢

孅⟊擻鏤ز꞊ظ
䑏ق炐ث嫰ꃿ٬溿狒ق车خ

جذخ┉س鞲乢غئ⚥قذتح

䎎

藤原の君の巻
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귆䢥襓س嶎قت妣حغبث㍋牊خئس◅ջ┉

⪟䇗زꇠخد䑏قث乏إث乃قص䈻غعت㳝頜حغث缜璛حغب

ز┉芗سغحب鏤سظ擻ث妣قت嶎س┩鲣جطث☭磆تق

◐㍋䅆قئعث⠕☔ب랺չذ鵟鐆سغعئإذغج⺨

牊س卂哭傴１ظＭ＇٬م艵⺏⴫⛼⿁鷛艄䄄菚䙫إ

ⵀظئعث浓擻س乃喋قرر鵟دث氵ذدخؤغبف

哧طث釐碛س䍚حثذسظإ嶎妣حغبسز

な
か
に
し
・
さ
と
こ
▼ 

日
本
中
古
文
学
専
攻
。
特
に
『
源
氏
物
語
』

お
よ
び
紫
式
部
論
・
引
用
表
現
論
。
和
歌
的
表
現
を
は
じ
め
と

す
る
物
語
の
「
こ
と
ば
」
を
軸
に
、
藤
原
道
長
家
に
お
け
る
『
源

氏
物
語
』
の
同
時
代
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
究
し
て
い
ま
す
。

好
き
な
映
画
は
『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』。
現
実
と

虚
構
の
付
き
離
れ
、
記
憶
の
共
同
性
と
新
た
な
作
品
の
創
造
と

い
っ
た
事
柄
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

6『
源げ

ん

氏じ

か
る
た
』

▼
推
す
人

 

中
西
智
子
（
准
教
授
）

䎎

物
語
を

皆
で
共
有
し

楽
し
む
た
め
の

ア
イ
テ
ム

喋չ０رＪلأ］نＧＳبجطغؤب攐ز缜璛ظس

غب䎎鎉جطغغ釤سثسثب⿁⨣ر꥔⪰سزس

槀ذ璛ربظطتظغبر辐杯حغث癨樋⴫سح

䓪قغبس䬞ة憠حط䐒ط
嫎سغس䄢س➉⦨زبط㣓ق鿥ج

䃸榤哅㛻㰢㍲▆إ㛡س㍲喋ح⛍ةث末برر憠غ

傴귆襓儖٬⺱䑩炘㛻㰢㍲傴귆襓儖٬幍بد綴إج紆软귆襓儖

س꞊ذرر
➟䓪ظ嫰泘جطغث
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㱦侇♏غ⛼س擻鏤於ث
辉ظفت擻سظ

鏤غحببذ⛏احث⛼䷉ق蔈ئح㯸ث於

辉擻鏤س嶎قت妣ث擻سظ鏤غحبس䏅ꮶق

⹨حت☔妳⛼⿁ذ於辉ئإذ鞕

⪜㯸س䔝ق┩⭳ذ䬞جطإدإ

ذ於辉꞊س蔈㯸於辉⛏ا
ف

سإ◒둊بجؤ괊غب╈سخح㝵䓪غ

㝵２ق⻄طبرقاＭمＳز䩺ئ㝵⻄عث⪋ب

姡ئإذغجإج䗉ⱇ氳ر僃僿غب

┉䈱س䌕ب逰ظغغب僃僿س磵

䷉ز擻鏤س（Ｓن］４＃／غغس

㚺حثطغث

մ
☔妳⛼⿁４لإغبＳب）نم⛼

ذغغطث哧زչ☔زغثغغ

ث鵟ظز杯♏乃⴫س亠غ㏇ئإ

⛼س䎎귆䢥襓جطغؤب⮆鼧غ

˓لآ擻鏤於辉擻鏤鑁姲鋗⺘غ

ظ㜧ر荁غ社ئ儖قض於辉鑁姲

鋗⺘˓

ذ奂鬳خخث鐆ط

ئعثذإꪫ氫ظس

い
ぐ
ろ
・
か
ほ
こ
▼ 

古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン

タ
ー
特
任
助
教
。
物
語
に
お
け
る
絵
と
テ
キ
ス

ト
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
御
伽
草
子
を
中
心
に

研
究
し
て
い
ま
す
。
子
供
の
頃
か
ら
神
話
や
伝

説
が
大
好
き
で
、一
つ
の
物
語
が
文
章
や
絵
画
、

音
楽
、
映
像
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
形
を
変

え
つ
つ
、
時
代
を
超
え
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
興

味
が
あ
り
ま
す
。

7『
狭さ

衣ご
ろ
も

』

▼
推
す
人

 

井
黒
佳
穂
子
（
特
任
助
教
）

䇖

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に

改
変
さ
れ
た

人
気
作
品
の

ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
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さ
い
と
う
・
ま
お
り
▼ 

専
門
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
文
芸
で
す
。
と
く

に
、
多
く
の
絵
巻
や
絵
本
が
伝
わ
る
室
町
物
語
（
御お

伽と
ぎ
草そ
う
子し

）
な
ど
に
関
心
を
寄

せ
、
こ
の
時
代
の
文
学
圏
域
や
学
芸
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
江
戸

時
代
前
期
に
集
中
的
に
描
か
れ
た
狩
野
派
の
「
戯ぎ

画が

」
の
魅
力
を
追
い
か
け
て
い
ま

す
。
著
書
に
『
異
類
の
歌
合　
室
町
の
機
智
と
学
芸
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四

年
）、『
妖
怪
た
ち
の
秘
密
基
地　
つ
く
も
が
み
の
時
空
』（
平
凡
社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、

二
〇
二
二
年
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

8『
阿あ

仏ぶ
つ

の
文ふ

み

』

▼
推
す
人

 

齋
藤
真
麻
理
（
教
授
）

㝵 娘
あ
て
の
手
紙
が

女
性
向
け
の

教
訓
書
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
の

は
じ
ま
り
に
な
っ
た

䓪⺸ست䷷鋌傴⛼縖سسححئⶇإ
ث
ع
إ
⪟㛤仼鋗

嫎ئعث兢ث㍋قإꢙقظꝛب㇙قؤ堭☔㱦س♏ꑢ⠐侇إ냕⺲دثذ蜷縖س

⺲ꡦ☴سذظ䚁㤌س硔حدؤزث❊إر⫁سب䣆碊ذ㎁乃溿儖س

ئ䑏啶س㲯䋠榟孨جذ樋儖س僃⹿حث⭳䤜ب☔䏲قغح

س骰س꤀حخ㜊ق굺䇼閾縖䷷غغغظ绷ⳉ姲س㝵䢢ظ

رغحب鏤سظ擻ث妣قت嶎غادغغدخ秄زبظ碷ذطغ舗ز亠ث⭚

窶嘦ق儖傴جطغؤبئحتط鐆ظ憠غج✳껮ق⪰⹿ر

ꡦغبررث碊ئح蔈س夳ذسظ■㲜槄擻鏤ر帐物حث孨榫ز

儖جطئ獼بذتحإدث暠䐂ق鐆縖سة㛡ب乃س☴

傴ئت㊳ق湭دثذث㝵䓪⺸ست⛼嫎傴ظ䷷鋌傴ب域չز鏐榟

إ䆋䇶꣪ث
㷺س㝵䓪ز鲛غغئ㝵عث鋌قة傴ذعث燡لأغغثＣ

ＳＫب䎬䡗حثطبإدغث

本
書
末
尾
。
娘
の
「
き
の
内
侍
」
あ
て
の
手
紙
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
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傴س⪒┍┊سئعخ撶قس儖ذقط

瑬┉آ◅┊سئحخ

鷹خط车بعقتإسع鷹车瑬

瑬غظت盶طظ㸓قغخز㍋┊仼آ└

鷹车سقزتإ┊┍آ◐

غبغةث鷹车سغقب

㜀ئعح㜂حئ冴غةط鷹车س└鼧⮆

釤ꝧب社⺨┉㍲غب䡗غ瑬

ش㛾┖┉罎ز┊瑬㍋ذ┊◅

دخظققضئعث♓س╮بث泡ئعث䬁سقج⯥

塜儖冎قس车جئت

允جطغؤب鋗⮍ئإذغ

㸓罎⯥䬁˓

┉┍ջ┉س

娡䢔孶ئعث栓غ桓سغ劮⩕غغثذ

允㸓╘قح䏲ست䬁سئعث㯸ذ㴌قب乃قص⩕

┉⪟⪟┉䇗ز罎⯥䬁ق⹨جꯛثئعغ

╘䏲ظ┊┍آ◐瑬حثط

䬁ب攄٬ئزتإ堭冴ق鏤حخ鋗

ꎰغؤب娢صزتإس罎⯥䬁

塜ئعث儖بقض㰆㏇بذتحث湳غغ

塜儖س罎⯥䬁غسظذسغ

䢥جطغغئ縒ذةد㓹ز

⹜傪سرقذضس塜儖ب⚥㰆

ثخإ鶱قث丆غبرطس鷹车جج

鞕غئ⚥ق儖乃س⹿孶栓桓ح

ꄆر鞲乢جذ

お
ち
あ
い
・
ひ
ろ
し
▼ 

専
門
は
能
を
中
心
と
す
る

中
世
芸
能
、『
徒
然
草
』
な
ど
の
中
世
文
学
、

奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
古
典

籍
書
誌
学
。
近
年
は
寺
院
資
料
の
調
査
研
究

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

9『
道み

ち

行ゆ
き

集し
ゅ
う

』

▼
推
す
人

 

落
合
博
志
（
教
授
）

儖

よ
り
古
い
本
文
に

近
付
く
た
め
に
。

古
浄
瑠
璃
の
物
語
を

い
ま
に
伝
え
る
書

㱫ح
ئ
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قؤ勅ئت⪛غؤذＣＳＫلأس斻攐ئعث㲃قج焝حغث䡗⛼ز♏

꥗ئعث╈㎁سذ䑫بح）لإو＆حغغغ仼儖焝⦨

˓┍┉◅ջقث䑏ةب釶قض儖ط扛س

┉◅▆⪙غعز⚥全ث仼儖ذ

蜷⺲ر焝盈حثطغرزإسزغسخطسذطغح

壿꣪سبخة
娡䢔侇♏⮣僿よس鬇嚀رب㛻غؤب

哅⭳撶س氦㷣غعز⮍车جذذتحغث扛ꝛ꞊
ب

よ哅⭳撶دظ⮣دثذ⮍车سسحغث㴌قب姧إئ⩕┉⪟◅㍋

䇗ذ㴌姧▆┉⪟└◅䇗زذط㍋㍑⮍车حثطغث

䎎귆䢥襓سسظس㍋㍑泘زسظس䎎جطغح⫂㳊س

Didier Davin

▼ 

博
士
論
文
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
一い
っ

休き
ゅ
う
宗そ
う
純じ
ゅ
んの
研
究
か
ら
臨り
ん
済ざ
い

宗し
ゅ
うに

関
心
を
持
ち
始
め
て
、
現
在
は
中
世
後
半
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
禅

思
想
を
主
な
研
究
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
の
禅
宗
の
難
し
い
思
想
が

ど
の
よ
う
に
日
本
社
会
に
広
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

て
、特
に
仮
名
法
語
と
呼
ば
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
群
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

禅
僧
向
け
の
難
し
い
本
で
あ
り
な
が
ら
、
近
世
に
そ
の
範
囲
を
超
え
て
多
く
の

在ざ
い

家け

に
慕
わ
れ
た
『
無
門
関
』
の
研
究
は
思
想
史
と
社
会
へ
の
普
及
の
両
面
を

綺
麗
に
融
合
し
て
る
と
い
え
ま
す
。 

10『
無む

門も
ん

関か
ん

』

▼
推
す
人

 

ダ
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
デ
ィ
エ
（
准
教
授
）

㱫ح
ئ

中
国
の
禅
書
が

日
本
に

普
及
し
て
い
く

様
子
が
わ
か
る

扛ꝛ꞊
غؤذتح）لإو＆س䏲س儖ز釤غغغ嫰

ꃿظ鐄伺حطسرر产قجطإدغثذطغح焝㵓

扛ꝛ꞊حخبرإدث⹕俊بثزꝴس
زثطب仼

儖炘⚡سفتحظثس⭳ز鞕ꄆر鞲乢جذ
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儖 堭ب䅨ث㲃ئح炪ب┉㍋◅┉˓

┉◐ջ◅س蜷⛼ذ縏

ب堭قغ鵽فثطظغبرث갭ذظ䜤سإ

㰢綗縖حت⺸ز䷷免氳ر傴擻طإدخرذ

ز鉮鐄س❆㲔ق㓹儖سة⺀خث⛼鵽堭س⯥ⶐج

س鵽堭ذ❆إؤ⺬تخ♀ر雛㳪سذ䏲ⶐث鐄伺دخع

僶إثط㣓ق炐جطإدث鉮鐄سذ喋չر堭ب

㰢ةب傴ظعث嶎قت妣ث擻سظ鏤غحب璡ز鉴غ鵽堭ذ㲯䋠乃

⴫ذ꞊س
鵽شحشحب扥憠جطغرذ┉亠

ب㲃炪ز┉㍋┍▆䇗┉┉إظ伺قص乃سقف鑜ب堭قغ鵽ستذ

Jeffrey Knott

▼ 

専
門
分
野
は
中
世
後
期
、
主
に
一
五
〜
一
七
世
紀

の
古
典
学
で
す
。『
源
氏
物
語
』、『
伊
勢
物
語
』等
の
古
典
作
品
が
、

特
に
室
町
〜
戦
国
期
の
人
々
に
ど
う
読
ま
れ
て
ど
う
解
釈
さ
れ
て

い
た
か
、
そ
の
読
者
た
ち
が
古
典
に
何
を
求
め
何
を
得
て
い
た
か

を
、
当
時
の
様
々
な
資
料
に
拠
っ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

11『
老お

い

の
す
さ
み
』

▼
推
す
人

 

ノ
ッ
ト
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
（
助
教
）

飈قج⯥خئ㱤عث閾سإح♏ت僼ثؤ⠐غة㰏بح俌زتب傴جذ⿁⛼حئ┙ب

㏐ست┖ث鵽堭䅨ب塡ص㳃ة⪛زت㳃ست乃菚إدئ⚥ق

乃⴫◫孱غج飈㗞ق⮆骰س╈┩䏲僿سسغ

ظح憡خظ䧏إج媼إغ⬈ظث┖س㎁乃溿儖جذئعس竊㍲س

璛غجذ畴تس傴ببب┘㴯غبر㲜槄䏲僿س⹿ذظث⫝ت

㲃炪氦قس⮭ة⺀خض鍡ثجطإدثظث⫝خب⺬ق⸉قت逷طسئح

㲃炪鵽堭قض儖ج㯸قب䄢ةث末سسظإرسذط

جذ儖┉غ擻鏤ز䡘չقرضس㚜⺲س䎎侇س

鵽غ
ق

連れ

ん

歌が

師し

が

武
家
に

公
家
の
文
芸
を

伝
え
る
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傴س䅻فبذ泅䐒ب⯥قجت擧萴╖س㰢ゖ䢥

تذحغ鋼قꫦ껊㵓ذز釤┖س

ظثؤئتئذ典س⦨냕ف

⩞ꡦꟕ卢زغ㝵☔磵槡ق➇

敨غغظبذ⽳ذحث㝵☔䏡榟غةظق

☴嫎ゖ璻ذص氦㷣غج擻鏤جذست

擻鏤س┉芗ز䇞ئت萴بف艵ةعبص傪س┉⛼⿁䅻

泅ゖ璻دثذ湳بجطإدغغح

غ桓غ栓ئعث孶ةا㝜غف⚥ز典⴮㏐亠ظز☽س

儖ظقضゖ璻س丗ب哕دظ㛡ة╈┩س

槀㝵سㅀط꞊ز
話ذꡦ䌵ꡧظ銧鐄غج

䅨س穩颯榺全رر攐樟ر⫂㳊ق䧏خ⫝

儖紮ب▆䃸㏐亠ز孱䄭غادث㝵☔

䏡榟ق鐄ة擻鏤دثذ喋չر䎬ذ㏐㓊

炘⚡ز⹨㳊بذتحبدغث伺زبغ

ب⯥䅻泅䐒س儖傴حثطبدخر

㝵☔磵槡ق馐ط飈ذغجذئعئ㛻ꦞ

蛽ꦽ
⫁إ鲣ز璡㝜孶栓桓儖غت颯ب

㳊بجذꫦ껊㸓ق羢襓槡زㄥرغئ

䇞جطغث丆釤ظ鉮ꃿر㳡䷷氳ر

萴艵傪奓غئظ⮵㳃قضت儖س䡗玮سرر⺲

鑜乃ذ䡵䏲س䇞萴艵溿狒ق攘䌕بدث

جذ仾襓傴س妣افإ鶅䃕تثقؤ٬䉎䷚ح

く
め
・
し
お
り
▼ 

人
文
知
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
。
専

門
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
の

説
話
、
物
語
草
子
、
語
り
物
（
幸こ
う
若わ
か
舞ぶ
き
ょ
く曲、
説せ
っ
き
ょ
う経、

古こ
じ
ょ
う
る
り

浄
瑠
璃
）
で
す
。
近
年
は
語
り
物
を
題
材
と
し
た

絵
巻
、
絵
入
り
本
、
屛
風
な
ど
の
絵
画
作
品
や
、
源

義
経
を
題
材
と
し
た
語
り
物
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
時
代
か
ら
民
間
信
仰
や
在

地
伝
承
と
い
っ
た
、
地
域
に
根
差
し
た
文
化
に
も
関

心
を
も
ち
、
地
元
の
伝
承
に
ち
な
む
お
菓
子
や
、
寺

社
の
絵
入
り
の
お
札
を
集
め
て
い
ま
す
。

12『
常と

き

盤わ

鞍く
ら

馬ま

破や
ぶ
り

』

▼
推
す
人

 
粂
　
汐
里
（
特
任
助
教
）

儖

我
が
子

愛
し
さ
に

女に

ょ

人に

ん

結け

っ

界か

い

を

破
る
女
の

ス
ト
ー
リ
ー

幸
若
舞
曲
『
常
盤
問
答
』（
寛
永
版
舞
の
本
）よ
り
、
仏
法
問
答
を
す
る
常
盤
御
前
と
東
光
阿
闍
梨
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إاز㍋┉┍⪟┍䇗┉◅僖◹齉ف⽰

حذ㠟س⮆舅ب槀ئإذ峚鱨嶎㜀د

غ亄ق꺙س㠟غبغخظس鎇غ⮯سذ☔䔝س

ذظق♭◄ست氦榟بئرⳂئح꽥ح㜀قت嶎ئإذ

حث㵸鐄⴫بغح餉ظؤ秘ض鼧تح䋦ز僖䏲ه◅بجفز

سدإاز㛻璦جذ里㸓擻鏤ستبس

㲔鐄ق馐غبرئط咪بسجة塜ثط䡗غةظق⭾ستث䓯

樟ظ◥ꧧ変حغث㠟س樟槡سغب錎ررئ

き
ご
し
・
し
ゅ
ん
す
け
▼ 

高
校
時
代
、
日
本
史
図
表
の
江
戸
時
代
の

文
化
欄
が
大
好
き
で
、
大
学
時
代
に
実
際
の
文
学
作
品
に
接
し

て
こ
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
古
今
東
西
、
新
旧
問
わ
ず
モ
ノ
ガ

タ
リ
を
愛
し
、
い
ま
は
実
話
と
虚
構
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
可
能
性

と
限
界
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
建
部
綾
足
に
は
『
折お
り
々お
り
草ぐ
さ
』

と
い
う
珠
玉
の
短
篇
散
文
集
も
あ
り
、『
西
山
物
語
』
と
同
様
、

活
字
で
も
読
め
ま
す
の
で
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
探
し
て
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

13『
西に

し

山や
ま

物も
の

語が
た
り

』

▼
推
す
人

 

木
越
俊
介
（
准
教
授
）

䇤䘶氳ر釐碛زقحقصق沸غ鱮ط乃珕س

⹿⪯⛼⿁رطثطثغجذ⪰⭳ق꥔ب鏤１قت＃

！Ｏ［حظسغخزئعسى樟荇⛼娡䢔侇

فبظسإرب䨯槆سدثذ㵸鐄سقط儖قس撶س♏

仾襓傴قب柋س껊◻إدةعب傪جذ❆樟دظ

伺ظ
إ

妹
の
首
を
斬
る

実
話
を
も
と
に

作
ら
れ
た

幻
想
的
な
異
色
作儖
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ＩＳ蜷مＴلآﾯم６Ｊسلإ５ＩＳس⛼

紆ط⽏ش炔إغ闝قثدض┾ذ典里س괏乃⴫ز

꞊غج傴擻ئح⹙س梗غإدغفإذبص乢杼傴جذ

蜷縖س迂قئ冻إس┉┍┉⪟˓

┉┍▆⪙س䓪إجꧧإغ鐄قخج

䬠そحث╈㎁岲سإح♏قث㛻乃☔ذ꣭
㎥سذ迂

冻ب䏔☔榟孨ز㫂妳دثثب└ջ♏ذ㲆ق

鰭حث䏲飮⽏ز榟ب䖫չ舅鸵ر꤉鷅榟孨

قئ㎥إج꣭غ舅س䏘جذ⺲س䉀㎥حإدخ鴜ق

縏قث☔ئفث⺘ذ儖傴بضس鍶鑜꥗꣭إج㎥قئ鍶ث

鎇فق⿁⛼سرر墦جطإدث꣭
㎥괏ⶡ

宾榤غب嫰䙫◄ꯁظ湳閁⤓◀س乢杼سز

擻䃷뇹雹擧حخإذ暇걉س缜ظ둊缜

خ⪋ز妳ب괏鵟迂冻ذط⿁⺲س蓝اذ鿯ا

غبقحⶡخ湳عثꯄق鐧杼嫎ظ乢杼رطثطثح

蓝ظخ鿯عثⶡقحذط┉㍋س鼧걉دت⮆ز鋗ꎰإدث

┉┍▆⪟⩕إت䜲ب㇙س岲س㎁乃溿䢥襓儖جط

䇗س⮍鋗ق䧏خ磬إت秌قغ㔆قب⮍ئر儖ذقط迟ئعث末قخ儖ئإذقض

迟ز╈س硯غط爊䈱س㛻ذثب䯥䅮ر⮵➘ز

儖جذ瑬┉⫈ز襓傴ⷄꦞ蠠爊ꨀب䪌ثا

⪰⹿ر⺲僗س㎁╈س儖傴غبذتغإدغ

乃㰢縖爊إدⶉقج䄰قس┉▆┉└˓

◅ջջջس傽烅撜爊إد

ꨀقغ㵜عث┉⪙└ջ˓

┉⪙⪙⪟㰄ꦞئ蠠ئحس仾襓傴ؤذ

جطغب⮆بذتإ냕ب耆䓪⺎غ

こ
う
・
い
く
▼ 

専
門
は
日
本
中
世
文
学
、
和
漢
比
較
文
学
で
す
。
中

国
に
発
す
る
古
典
知
が
日
本
に
伝
わ
り
、
変
容
し
日
本
化
し
て

い
く
過
程
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
か
ら『
徒
然
草
』

と
漢
籍
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
中
国

の
故
事
や
説
話
な
ど
、
よ
り
広
い
視
点
で
中
国
と
日
本
に
お
け

る
知
の
伝
播
と
交
流
を
取
り
上
げ
て
考
え
て
い
ま
す
。

14『
随ず

い

園え
ん

食し
ょ
く

単た
ん

』

▼
推
す
人

 
黄
　
昱
（
特
任
助
教
）

儖

大
詩
人
が

記
し
た

中
華
料
理
の

百
科
全
書



20

第
一
章
　〈
推
し
〉
の
一
冊

ふ
じ
ざ
ね
・
く
み
こ
▼ 

日
本
近
世
史
・
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
学
専
攻
。「
近
世
」
は
豊
臣
期
か
ら

江
戸
時
代
の
こ
と
。
江
戸
時
代
を
学
ぶ
な
ら

こ
の
時
代
の
新
し
い
産
業
を
選
ぼ
う
と
思

い
、
大
学
二
年
生
の
と
き
か
ら
出
版
業
の
勉

強
を
始
め
、武
鑑
に
出
会
い
ま
し
た
。
以
来
、

板
本
か
ら
読
み
取
れ
る
書
籍
商
の
工
夫
、
職

人
の
手
わ
ざ
に
魅み

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
幕
府
御
用
達
町
人
の
書
籍
商
出
雲
寺
の

事
業
史
な
ど
に
研
究
は
広
が
り
ま
し
た
。
武

鑑
の〝
お
楽
し
み
〞に『
武
鑑
全
集
』（http://

codh.rois.ac.jp/bukan/

）・『
江
戸
の
武

家
名
鑑
』（
吉
川
弘
文
館
）
が
あ
り
ま
す
。

15『
武ぶ

鑑か
ん

』

▼
推
す
人

 

藤
實
久
美
子
（
教
授
）

ꗲسقب娡䢔侇♏ز妨ꝴس傴盈

よب稴꥗دث⭳撶حث塡㳃

僃س⺒乢جذذتسꗲ⺲س

⮣僿س塡ꗲذ㴌قب姧إئ◅┉┉⪟㍋㍋

䇗⮍车ظثئثس撶䐒دقظت

قظ硬س㛻⺲㳃سز儖⺒乢ثة

塡ص書
籍
商
の
工
夫
で

進
化
し
た

さ
ま
ざ
ま
な

武
家
の
名
鑑

䢥٬فتر䎎╚س⺲⯥ꯛخئعغ湳س㕙䢥٬

ꯛ湳냕ب䫴鬼غغثسح䏲

傴盈よس䄄㜂غعز塡ꗲس鋗◄

⫂㳊س⩗㲔ث㛡喋ر傴⺲٬傴

㑔ب杯بحثطغ傴盈よꝴ

ذ撶嘤⮵ゖ갭꞊⭳س
域瑬دخف

ث㍾㲊⴫س٬傴㑔）نممＬز

┉┍⪟◅䇗◅┉بغ値ئض㲑جطغ

⮍车ظجإ⭳سꦲ㵓ث撶嫾إح䇖إح♏قس┒إص㛻إح䡗إج

塡صꗲقبس㍋⫈┉س）＃لا塡ꗲس

⪯㑔⺒乢⺒乢س┒䋝◅

┉⪙⪟┉䇗⮍车سꯄغس⸊ج㷑ظ撶迟ئعث

曑ةعب塡صꗲقبذ䆠䈡䏔☔س樋塡ꗲ

樋塡ꗲس䯥䅮ذ⮵➘ز娡䢔釤擻

حثطغث榫⮵ز榤تظط娡䢔㎻ظ

└◒乃䈻仾襓

社ئ

史料 1

史料 2

史料 3
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あ
い
だ・み
つ
る
▼ 
専
門
は
和
漢
比
較
文
学
研
究
と
人
文
情
報
学
。
国
文
研
所
蔵
の
絵
入
り
本
か
ら
肖
像
を
抽
出
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
た
歴
史
人
物
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
の
過
程
で
本
書
に
行
き
あ
た
り
ま
し
た
。
本
図
の
説
に
つ
い
て
の
研
究
史
と

議
論
の
詳
細
は
小
著
『
観
相
の
文
化
史
』
第
四
章　
騎
馬
武
者
像
再
考
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

『
絵
本
朝
日
山
』
に
つ
い
て
は
、
田
中
重
太
郎
「
清
少
納
言
枕
冊
子
の
影
響
文
献
「
尤
の
さ
う
し
」「
絵
本
朝
日
山
」「
吉
原
大

鑑
」
に
つ
い
て
」（「
相
愛
女
子
大
学
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
」
九
│
一
、一
九
六
三
年
）、
ゲ
ル
ガ
ナ
・
イ
ワ
ノ
ワ
「
近

世
の
女
性
読
者
と
古
典
の
大
衆
化
―
西
川
祐
信
の
『
画
本
朝
日
山
』
を
題
材
に
―
」（
石
上
阿
希
編
『
西
川
祐
信
研
究
会
論
文

集　
西
川
祐
信
を
読
む
』
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
り
ま
す
。

16『
絵え

本ほ
ん

武む

者し
ゃ

備び

考こ
う

』

▼
推
す
人

 

相
田
　
満
（
准
教
授
）

儖قض塡ط縖ش⤓ظث縒ئتس嶎ذظرط䤼غا娡ئ榟媅䇗儔鎋䲴قج乃قص里ثز䃷فب点تج

˓┉┍⪟┉صس⟓

┉┍◐ջ槆䎎侇丗㵼إر仼儖ت䷚س

ث◄
缲ئح⥼ئعث槆سب䣆儖ةضغجذ㴌قب䋝قئ◅┉┍㍋▆䇗ئعث┕ز匼ثث

س社儖غعز☔┸بجذ伺┘س鎋碷س嶎䤼娡حثطغ

槆ئ儖قض僼ثؤ仼ش㸓طظ⩕قت乃قص⪟┉┍㍋┉䇗⮍社ئ儖قض塡ط縖ظث縒ئتꗲقب㴌قب

䣆⪋ب䤼娡س僼仼㸓سظة禈ز㍋┉┍㍋㍋䇗⮍ئط⟊

ز社儖ست⺸珡⩩س䎎┩겧ز⫈└قض儖ةح媇عث䣆سقت銧ر硯ئعث㵼إج岲حث

里䃷点⟓ق鎪حجثئغخؤ榺全س餭خس乃ققص䧏خ◷⹨⺒┕سذ

冴سغةط蔈ئح㯸ثꑢ⠐僿䡗玮س社䄢ز禈ة⹿جذث塡縖⤓縒

╈䄢儕سز㛻قخ⭾ح䥵ة餉بب⮵ثؤ㵯بح妣سثئ㣓ق䬞ة社جطغؤب

社ئ

歴
史
上
の

人
物
を

ど
う
描
く
？

お
手
本
の
書

ق妳ظث㵼ظرغتصضاذثةإ髭تط㵯妣靷سزبب傴سذت鍡ظبث

┉瑬س嘤㾆㙗䷓ط塡قت䋦ذ⮵ⳏس䡵⺬س┖س畴劮琉ججخة

塥ق霄䐶氳ز䬞ة㕙ꪫجذسح㣓ذ꯽ز餉بب⮵ثؤ紶ثع鎁سغبؤ菊ب䥨ئا

꽞س⥼╚┘伺سذ☪س襓儖ت㳃ظ㷑غظ仾㱤س⶟⴮僼僿غؤس

껊塡縖⥼بجطإدغثذ儖傴س社زغحس域ة⹿ذث

⥼╚㵯妣鐄ق⫋鍐❫غج⣷錞جطإدخرظز



22

第
一
章
　〈
推
し
〉
の
一
冊

儖قط◐└憠غب釤ꝧب┉

冻خج鬼حج鞟غس鱮طت䅆ئعخ伺

媩㍋◐┉▆┉◅䇗◐僖䲴傴

榹⚡سسح鋗ꎰ乃傴ز䏼

ح榹بث⹿⪯盈よ뛈سئ
冋ئعثꦲقئ㔆زئر

꥗ئ䇞ئت榹ح䡗ظذ⹘تث꨽قس⛂ف䌩ⱶ鞦

綴إج峃إتسح襓傴س齉玮╈㜆㍲傴귆䢥

襓姧榹僗ئع綴إج듂娢ꉏ车ꄆ䏔س♐

䕛里ثز兎غط㛾قد㍉ئعث㛻ꡉ僼仼二绂╚

璛姡جط蛽خا꨽ف溍بج⟫☔㯸ث釨بꝛذ

뛈榹ذ╈䚁傴㳃鵽س扛걉حخإ

궞ع乏دخعزإث伺媩㍋└䇗└僖

سظحغبꝧغحفز㍑▆غب

儖غعزقح䮇ئعخ谹ظغ姡忷جذ

全غر䉬厏غغث珷س儖ققض⺨舅ب

䧏خ㳝غسح傴س譑قئ蠷قةخ鏤غ

خب⮆قغحزظذذئ⺬

儖س嘅儖꥗غ⛼ق飮⺸ثذ⚡س

حغث车⮍ز┉┍┩硔⮣꯽ح

ؤظقس撶ث㰄خب孨ت⹿سرر蔈غدغخ

ظررعث傴قث二إح⛮إب鉮قض儖ةف稅قح╘سغ

⹜ꎰجطإدغث

や
ま
も
と
・
か
ず
あ
き
▼ 

学
生
の
頃
、
大
学
図
書
館
の
書
庫
で
み

つ
け
た
木
版
本
に
描
か
れ
た
精
緻
な
挿
絵
に
魅み

せ
ら
れ
、
以
後
、

研
究
対
象
に
決
め
ま
し
た
。
一
九
世
紀
の
小
説
や
和
学
を
専
門

に
し
て
い
ま
す
。
誰
も
見
向
き
も
し
な
け
れ
ば
、
棄す

て
ら
れ
る

運
命
に
あ
る
和
本
た
ち
。
そ
う
し
た
書
物
へ
の
愛
惜
の
思
い
か

ら
、
研
究
対
象
と
し
た
作
者
等
に
関
わ
る
和
本
や
自
筆
物
な
ど

を
収
集
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
明
治
初
期
に
活
版
化
さ
れ
た
小

説
な
ど
も
収
集
対
象
に
。
今
回
紹
介
し
た
の
は
そ
う
し
た
思
い

を
同
じ
く
し
た
先
人
た
ち
の
資
料
に
あ
た
り
ま
す
。

17『
大お

お

阪さ
か

書し
ょ

田で
ん

会か
い

近き
ん

世せ
い

初し
ょ

期き

名め
い

作さ
く

標ひ
ょ
う

本ほ
ん

集し
ゅ
う

』

▼
推
す
人

 

山
本
和
明
（
教
授
）

撶س
ق

無
類
の

愛
書
家
連
中
が

集
ま
っ
て
作
っ
た

貼
込
帳

둜
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إإ䇖㱦◹جإةئ┍▆㍋䇗떃عة

ꑢ⠐䆠ئف⛼┉┉▆◅䇗زة

䈡鏤⼊⺬دثقجف塷⺒氳◄♭س䇗⺘ق釶

قذترئعث⺱ئعثذإ㛡س☔حئ

└ջջ䇗⯥س㰢縖بذتحإدثظ儖傴غب

˓◅◅⪟┉ئت车ح碛ب뛈طظ㸓جطئببئ

⪙◐إذ

سغف⸊ب媞ئعث兢خإ┉舅蜷舅璛儖⫔꯽س髭㰢縖ئ

ز◅ز◅ئعثⶇطس䄗ذسب鰧قس䇗قب⩕إئ姧إح㛻سقج䡵خب⺬
ⶇقث└ئعث仼غر█خز

ب꞊غذ诸صس⟓撜سقت曆قث⟓ح榹تح塡جطغط㡎ذ
حخف

┉◐◅┉䇗س䡵غبإ⩕ر⽰قت⩕┉⪟┉◐䇗

◐僖┍仼㛻㏧㛉سꢛغعز雛臹㳃س巶◥ذط

䡵㎁侇♏䏲僿硜┉ջջ䇗ꝴس⭳全◄ب┍◐鐧

い
り
ぐ
ち
・
あ
つ
し
▼ 

専
門
は
江
戸
時
代
前
期
の
仮
名
草
子
と
呼
ば

れ
る
小
説
の
研
究
。
仮
名
草
子
の
多
様
性
を
探
る
た
め
、
出
版

文
化
や
絵
画
、
思
想
な
ど
、
多
様
な
分
野
に
興
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。

18『
古こ

戦せ
ん

短た
ん

歌か

』

▼
推
す
人

 

入
口
敦
志
（
教
授
）

سطꝴثس於تا鵍╈匌جطإدغغئ丝زب堭ئعخꝎس

䡵ظإ儖耆㵓س㚺ررꄆ㛻ظ♭◄ر鋗鳭ث

ق湳閁س䑒ꯄسدثذ髭㰢縖جطإدغ

釶زئعإجظئ┍◐鐧ز☼玮ذسظحد縒

罫榫䷷س䌩㯸سإغؤئعثذغغغئ

佅عجزغجإقجطغثظبحخ⛼ز

ذغبفبذتحإدثⲰ䍚دثئتظ☔س

بقجطبدإ嵔بطث鈐ةرذقر

둜

三
〇
〇
年
前
の

学
者
も
作
っ
た

年
号
の

語
呂
合
わ
せ
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䄢㐙قت䄢辐碊غب釤鲭٬ث儖乃丗┊ز

حسح鞲乢ر갻蜷بذؤ饉شب럯غ姡忷ص⹕

غثا䪌بجذسإꦘإ銧سذ敯䛜荁㞐ظ

دخف㚺ث㵼ب釱憠ذغت⺸ق泘زقإⷄعث傴ئح襓ح

⼽䇖մس儝ⷄسئذ꯽قب䄢جطب
鸜崷랬ⷄس伺

媩└ⶇ䇗⪙僖榺挪儖䅯鏰蛽车先交宾塝儖憡䢥

寀嵸縖ذ鐆جطظ儝ⷄس鸜قئ崷حث⺘ذت

╈㎁　㰢縖خئ⫁س榹ئعث⼽ح䇖إص䢥榫ⷄذ㳊佄ز⮭伺ث

伺媩س鸜崷ئعثذئرس랬ⷄبجط

└ջ┉⪙▆┍䇗⪙僖挪儖س◐냕䷷䪧ق鰭ث

縏鈐س䏨خ齁ꄅ宕冋ز䅯جطغسح◄凵س

あ
お
た
・
す
み
▼ 

日
本
近
代
文
学
研
究
を
入
口
と
し
て
、
明
治
期
の

翻
訳
語
史
や
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
に
寄
り
道
を
し
た
挙
げ
句
、
現

在
は
、「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
や
「
篆て
ん
字じ

部
首
検
索
シ
ス
テ

ム
」、「
篆
書
字
体
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」、「
明
治
期
出
版
広
告
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」、「
近
代
書
物
流
通
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
作
成
し
公
開

す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
書
物
が
ど
の
よ
う
に
出
版
さ

れ
流
通
し
、
蔵
書
が
形
成
さ
れ
伝
来
し
て
き
た
の
か
を
、
俯ふ

瞰か
ん

で
き
る
ツ
ー
ル
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

19『
薄は

く

遊ゆ
う

漫ま
ん

載さ
い

』

▼
推
す
人

 

青
田
寿
美
（
准
教
授
）

랬ⷄس䇗侇٬㏐⺲ذ⺬舙غج┕ⷄقإ乃سقص禈دت

鏰دخ车ئت先غق宾ز蛽ثذ塝ست儖قضق寀قث

嵸ئعثجطغؤذحجث儖傴س姡刌ط럯饉س

䚁傴ق宾姡ز寀حجغ鸜崷س㜊瓀سحذ翹╈

ئعثذغرظذبجع穩صسث⣍ق

┖

本
に
残
さ
れ
た

印
影
か
ら

か
つ
て
の
持
主
の

胸
中
を
偲し

の

ぶ

ꄋ
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荇㛤⹓س伺媩└ջ┉⪙▆┍䇗غب└◐

䇗ز鐆㚞二绂ز鵽鬼غث⛼縖㶾ا㽂بث

硞ئت蜗سئع墄دخعز╈祀حثطث４لإغعفإＳ٬

بررببس社ظ庋ⱇ㛙㎁鏤錌堭⿁⛼５ه

域չحغفغؤز儖⛼س９لا٬）لإＩ［ب䧏خ

擻鏤ق榟ط儖سدثذ䓪劲ق霄䐶خح⿁⛼غج

ثسب车⮍ز伺媩└┉䇗سⶡ车儖جطئإذح

خث⯇ةعث车䏲竊⮍سꄋ荇㛤⹓伺媩㍋ջقط儖خب⺬غط

撶بقسꄆئعث撶ققسꄆحثطبإدس

た
だ
・
く
ら
ひ
と
▼ 

一
九
八
三
年
生
ま
れ
。
元
来
本
は
好
き
で
し
た
が
、

文
学
部
に
入
っ
て
、
永な
が

井い

荷か

風ふ
う

の
『
花
火
』
と
い
う
小
説
を
読
ん
だ
こ

と
で
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。
永
井
荷
風
を
中
心
に
、小
説
や
詩
の
「
こ

と
ば
」
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ひ
と
つ
の
「
こ
と
ば
」

の
背
後
に
ど
ん
な
文
化
の
影
響
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
以
前
の
古
典
文
学
、
漢
文
、
そ
し
て
西

洋
の
文
学
が
流
入
し
葛
藤
し
あ
う
近
代
文
学
は
、
尽
き
せ
ぬ
興
味
の
泉

で
す
。

20『
金こ

ん

色じ
き

夜や

叉し
ゃ

』縮
刷
一
八
〇
版

▼
推
す
人

 

多
田
蔵
人
（
准
教
授
）

մ
典꞊㛻꧟愤⯥䏲س⭳撶槡سذ儖س撶丗ق䓦忁

┉⪙ջ撶حثطغغ⹦ة㛡ب撶䡵樋⭳جظ㘃ز

撶غج⭳庋دثذ⛼妳☔ق⛼儖سز丗㰄ئإذ

⩕你قعث꣊ئع㔆سئر䓙䘄قجطغثظبحخؤب┉▆ջ

撶ذط澬鏀儖傴س乃قص鏤ذإح⛮ت傴حغبꄋ荇㛤⹓

غ湳قبسحإدتزغةةق♏鲣زئعسرب

جذسر傴┉ر鞕ꄆغج

ꄋ

本
の
版
数

一
八
〇
版

人
気
作
と
し
て

演
出
さ
れ
た
？
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귆ب䢥襓غإدث鞲乢ذ╈س僃ظ㛻ب

］Ａ［（Ｋ�◐Ａ◐غج鎉䎎زＬ９Ｋإ

（Ｋس塡زةسثثط
襓㎁杯㏇س典◹齉٬㓼曑洈⪒㓊ذ烕㜧䃷

洈س┉鼧ق䬞حإ社㍲娡䢔䆠䈡ب⛼邮ق⽜

جطإدغغئ縒ذئ社حث┖سج㍲ئ社زة㎁ئض⟊ئعث塜حث

⺨兎ق咘⫃䎬ذ炐ث鷹ظ䃷㸓┾سط伺غ

س䐵䃷㵧髭ظ㵓炘ر⺲蜷غث浓荇ز稅荇إ

⮯黣غؤذ䐒ت夕٬قد䐒ا蓝ظخ㷑بظ鎋碷ز䬞إدغب

┉儖ذ╈س㛡䰵㏐㓊سبضج嫰泘جط

に
し
む
ら
・
し
ん
た
ろ
う
▼ 

東
京
都
青
梅
市
出
身
。
祖
父
の
故
郷
は

小お
ご
う
ち
河
内
ダ
ム
（
奥
多
摩
湖
）
の
底
に
沈
ん
で
い
ま
す
。
専
門
は

歴
史
学
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
。
近
年
で
は
東
日
本
大
震
災
・
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
被
災
地
域
の
歴
史
資
料

保
全
と
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
主
要
著
書
『
近
世
朝
廷
社
会

と
地
下
官
人
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
八
年
）、『
宮
中
の
シ
ェ
フ
、

鶴
を
さ
ば
く
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）、『
生
実
藩
』（
現

代
書
館
、二
〇
一
七
年
）、『「
大
字
誌
浪
江
町
権
現
堂
」
の
ス
ス
メ
』

（
い
り
の
舎
、
二
〇
二
一
年
）。

21『
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
絵え

図ず

』

▼
推
す
人

 

西
村
慎
太
郎
（
教
授
）

ؤب狜氫㏐㓊إرإدغب䬞ظ⛰鷹♓㛙س

ذ䑏鼧╈س玮䃷䄫س杯㏇س㕙䢥سحذتغ

蔝ظثظس冷ب儒ئحꥭغؤذ┕鵍بخس氦إبꝧقذ榹قث二حطج

尦حثذ蛝ظبꄇبس䇶ظححإدخب狜氫ذ辐

杯حثطإدغث

䎎䎎

一
本
の
道
以
外

何
も
描
か
れ
な
い

空
白
地
域
は

立
川
の
中
心
部
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귆䢥襓س娡䢔ꄋرب⻺بص槄ئعخ䲭غس瀂ط㷑إ◒بر╈ظ㳃ت乃傴

تبز♏伺媩侇غب娡䢔侇♏䏲ⶐس

ط⻠⫈└⪚ق仼鋗إ⸁⮆غحف硜┉ջջ䇗د

┉⪙⪟ջ䇗⩕قئ䋝قط┒خفرج䇗┍إج䷓قؤ㱦جط

غط鱮ط䧿ب社槆⺒乢رئعستسز仼鋗س

仾鞁قإص䆷ب鞁حغثئعخꌳإب䷉سزغتحثطإد

䆷ذ◫䬵ئعغ┸زظحغج僀ئبよسئعث䈘艥ز変⮼حث

☔չب䬞جطإدغب槆ꪫ㝜س랬չذ䬞ب

حجذ䈘艥س䲭瀂㷑╈◒㳃ب䋦擻غإدغ

わ
た
な
べ・こ
う
い
ち
▼ 

専
門
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
と
歴
史
学
で
す
。

こ
こ
一
〇
年
は
江
戸
の
災
害
史
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
自
然
と

人
間
の
相
互
浸
透
的
な
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た

ち
が
生
き
て
い
る
現
在
の
社
会
の
あ
り
方
が
こ
の
ま
ま
で
よ
い

の
か
、
根
本
か
ら
考
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

22『
保ほ

字じ

金き
ん

引ひ
き

替か
え

群ぐ
ん

集し
ゅ
う

絵え

図ず

面め
ん

』

▼
推
す
人

 

渡
辺
浩
一
（
教
授
）

┾ي＝ي＝بتح꯽سչ☔سغحؤ⯥䣆س

دخ⺬بظثشزبإغادغب䬞ذق

◐ذ仼┉س丗☔سحجطغبفببحإ

⪟ջջջ☔ذحق⹕ظز仼鋗سز傴غؤدإ

鵟س仾鞁䆷سسحإ䓦ق䌕僀ب☔չجط

榫⢥塛جذغبحإدغث⼔◀ب⺓┖س亠

ظ㷑س뜷ح覆حق鱮د䎎قչ☔حبدخط꥗سز

جطإدغب䬞بظ㷑ثظ괸ظخ蓝ظ

䎎

両り
ょ
う

替が

え

商し
ょ
う

に

殺
到
す
る
人
々
と

そ
れ
を
当
て
込
む

屋
台
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ئت⩞قغ典◹齉㛡䰵䄫鵽س杯㏇س⹿乃傴س

㵓غؤزث㳪طذ媇فث㳃غف⚥زت佫⽰└ջ

┉▆◐◐䇗ز䎎귆ص㳝頜سسظحغث┉鼧

غغظذطدثذ⫈⪚◅ظر槳ئبش䣩ئع榫عث钥جذ

آ僿┉⪙ջ㍋إج䷓قؤ㱦آب⴫قص乃س䅲ꪫسغغتح

⪟ջس䎎╚حخؤذ㳪媇䑽ئ⺓ئعخ轼ꝛقظ伷ثط䐵غس䏲ز

눚ف䇖ذإص䷉⺲ب兎⫂㛙س车䷓ظ㳃س磬ㅀ꞊ز
ج

جذسظحظ槳ب傴ق♭勅رطثطثغ

մ
䇖䡗◅⪟◅ջ┉㍋ب洠⫝س⹿乃傴ست

䇗䈱ز㲔产حغث㛻㰢⪌鍱لاＳ﻿［س仼儖

⺒س鍱꽦ゖ갭ز䫑榫حثطغث┕س⫝

洠س鍱꽦ゖ갭ث⺱ذ啶㍲ذ䲯䏅ذسظحث

غثغ湳ق䫴鬼ز⯥◄غبجذ⪌鍱ゖ갭ج

ق鍱꽦ゖ갭حغث⪜辐قجطغؤسذتغ

釤د귆⫂꞊س
➟縖ب┉喋ز꿮ذتحإدإ

齉䄫⴫سذゖ갭乃س鍱꽦جطث⭳إ䓙ق

غجخإ鶱قث٬丆ب厏إس䉬ب⹿乃傴حثئتذق鶟ب

⷇ꣅ
⟊دد䋦ق乃傴귆ز⺨㏐ظححث㘃ب

㰆ئإذحخرزئعغج鋗鳭حثطغؤظ

㏐㓊س塷⺒دخذز㛻⮉ر乃傴ق姧䇗فز

嚀꞊لإ６مه］مةإدث孨榫ث墦دخح

جذسحإدغةدث⹕銧دإخز䏔Ⱏس

お
お
た
・
な
お
ひ
ろ
▼ 

専
門
は
日
本
近
世
史
。
江
戸
幕
府
や
諸し
ょ

藩は
ん

に

よ
る
地
域
政
策
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
調
節
を
す
る
代だ
い
官か
ん
な

ど
の
動
き
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
凝こ

っ
て
い
る
の
は
、
尾お

張わ
り
藩は
ん
の
御
山
守
の
日
記
。
公
務
だ
け
で
な
く
生
活
の
様
子
が
こ

ま
ご
ま
と
書
か
れ
て
い
て
、
ま
る
で
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
を
見
て
い

る
よ
う
で
す
。

23『
諸し

ょ
　
よ
う
　
ひ
か
え

用
扣（
留ど

め

）』

▼
推
す
人

 
太
田
尚
宏
（
准
教
授
）

ت

地
域
の
歴
史
に
と
っ
て

大
切
な
文
書
を

ど
う
残
す
の
か
。

資
料
館
は
そ
の
た
め
の

機
関
で
も
あ
り
ま
す

◅



29

ջ◅㍋䇗┉┒⫃碊䆷ز岻صث媇فث剚بخإ┉إئ䬞جطغبسح剚

聴遊س☔չبجذ㵸凵ذ┉◐┉दةظث◐㶸س骰Ꝏس┉

䬞إ䓙ق㣓س┉剚غج⫦ق）＃／ىＫلأحثذئرչئر㔆ب妳ئعꥒسز

جطإدغث鹦ب㣓جثق䆀㯸兔ز）Ｓ＜س促䇗جب

մ
䎎귆سز剚┉絬س䆀㯸ب㍋憠غؤ縏جزث艥䆀㯸６ＩＳ）غؤذ

/FX�:PSL

氦颯ب┉剚ز伺媩◅◅┉⪙⪙▆䇗ذ,/09س

50,*0�)"5غجذ骰⯥ق仼儖邮䆀劔䌋⚡炘حخرذ☔

لأس

Ｋ٬）＃／ى㸓طظ냕بح䆀غؤذئضմ
岻媇剚┉س鹦⿁硜◅ջջ憠

طظ둊㸓بجؤ墄⸻䏲⴮⵱괊س┉剚س

⪜㎥⫂ز岻媇ꪂإج岙قئ絬ئا鋗䒝㲔哅

ⶤ擻귆ꪂ岙س剚┉س꥔ئت⺘بدثذ

䋦錃غج◀㲊غرذ佫⽰┉◅

┉▆└┍䇗سز仼儖㲔哅⺒ⶤ擻

귆⫂س岻媇ꪂ岙絬鋗䒝㲜ذ

حثطغرزذتغج㷣炐دث

剚سسحث啶䘶قⶤ擻귆ست

صث岻حظⳉق㛻襓㛻臹ذ㫵㰪س┉

媇فث丒جذئح└إت墦䒝غبر䡵قج

焫غعزب錃玮جفربب佫⽰

◅⪟┉▆◐┉䇗ز乃鼧泸⺒乢귆仾٬㎁乃㰢溿狒鞲乢귆⺒乢귆س⯥骰

仼غرذ㳝頜ز佫⽰└┍┉▆⪟◅䇗塜䌋غث䦮㳝鋔┉ز

儖㲔哅⺒ⶤ擻귆仾襓鞲乢稀♭丗┉⪙◐┉┍♭ﾮ└┍⪙◐└憠ذ

إثحة鈋تق䎎귆꧅㯸鞲乢귆شججطإدغث襓⹜دث

あ
お
き
・
む
つ
み
▼ 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
で
の
保
存
論
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
国
文
学
研
究
資

料
館
の
業
務
・
研
究
に
携
わ
っ
て
四
五
年
、
今
年
度
定
年
を
迎
え
ま
す
。
当
館
の
品
川
区

戸
越
時
代
、
収
蔵
施
設
管
理
の
実
践
か
ら
、
保
存
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
を
学
び
、
そ

の
知
技
能
を
立
川
移
転
で
の
保
存
・
活
用
環
境
管
理
に
役
立
て
ま
し
た
。
収
蔵
資
料
は
主

と
し
て
紙
：
和
紙
で
す
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
器
物
資
料
の
保
存
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整

備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

24渋
沢
栄
一
、

帽
子
へ
の
愛
着

▼
推
す
人

 
青
木
　
睦
（
准
教
授
）

◅

そ
の
帽
子
が

い
ま
こ
こ
に

あ
る
理
由
と
は
？
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⹿
♏㎁妨㎁㳃䋦錃ق泘䧗حث伺媩䷓䈡س

ذ仼儖دظ泘釶ز㎁妨بذش☔

جقث鶟إط鹺ز㎁㳃䋦錃غغ⛼ب䙫閁⛮⺱⪧ئإ

㎁妨غؤذ榤擻س♏鲣حثطظ姲قذتغ

䙫閁س塷⺒ق⪦僗غبذتغج榟جطغط

دإخش磵ذ◁䡵سة㛡س⺒塷سحدثح

غثت颯غ䫁ب䑩㚖سئظ藢ئح蔈ظذ仼儖جطإ

䡏ض鱎قث䡵◁س䡵墄縖بꪈ㎁烕炘ز⺬炜تغغث

か
と
う
・
き
よ
ふ
み
▼ 

日
本
近
現
代
史
が
専
門
。
政
治
外
交
史
・
軍

事
史
か
ら
思
想
史
ま
で
幅
広
く
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
敗
戦

に
よ
る
日
本
の
植
民
地
か
ら
の
引
揚
と
戦
争
に
よ
っ
て
発
生
す

る
民
族
移
動
に
つ
い
て
世
界
各
地
で
調
査
を
行
い
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
視
点
か
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。
国
文
研
で

は
歴
史
学
の
他
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
歴
史
記
録
）
を
対
象
と
し
て
、

戦
争
記
録
の
保
存
、
世
界
と
日
本
の
公
文
書
管
理
、
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
を
通
じ
た
市
民
へ
の
普
及
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
多
く
の
成
果
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

25『
招し

ょ
う

魂こ
ん

社し
ゃ

綴つ
づ
り

』

▼
推
す
人

 

加
藤
聖
文
（
准
教
授
）

ذ⺒塷س㎁妨ب▞◁س䆠儕禴二دث鵟قذ

ز䚁湳洈䇳乃傴حثطبإدغث僗⪧دث

رسذش☔س伺媩♓꡸سغدخ秄ظث炘قت놹ئعث䦙غؤ

ئ菦榟دثزتبخبق⛰ب㎁妨䙫閁زب

ثزبغ伺قبسحخإدخب䇶زئعسر

جطإد
鲣

日
本
国
民
と
い
う

共
同
体
意
識
が

作
ら
れ
る
経
緯
が

わ
か
る
文
書
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⪯ق⛰ذ䓙إ宯ض

մبجط
⹿⪯鞲乢س妳

دثثبق；＜لإزفتذغرز

３س㷣炐غغ⹨⹦ق﻿Ｋ䗯㕔لأ＇

حثطثꝧ氦ق（مهＫمＥلأ

ﾭ缜浌غع㛻ةب科뜍ز釤غئ

７ﾭ］يلإ］ＣＩＪو﻿Ｋلأ＇

ق）لإو＆ث㰄قض緾دسꄆز㰄ثجة

鐆طﾭ杯♏鏤錌٬葏錌٬鉮鐄

ذ嚀耆س璡չة٬绂ط鐆قرر

㷣炐⫂㳊س杼鉮ق岐ةⲂجطت

س槆⥼鏀閁䤗软إ✳ق♳䙫

攐س╈鞲乢رر㰄٬社㍲ثجةس

㲊鼧⮆بسغبذلإلاىمز攐Ꝏ

ز耆Ⳃ氳زططة颫س⽏艄جذ

鞲乢ق䫒碟٬ꗲ韛ئعثطث㷣

炐سذ釤إرغغꮻلأ＇س﻿Ｋ㷣

炐ذ⪒ꮻ⪒䄢لأ＇ق﻿Ｋ槆⥼ذ

⸉鞲乢لأ＇ظذ﻿Ｋ槆⥼ظذⷄ⯇

䎎귆جذط䍚بسغج䑴⹚ظذ

ظذ⛮꽦

جطبذ

き
た
む
ら
・
け
い
こ
▼ 

デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
ズ
、
情
報
科
学
。
人
文
学
分
野
で
計
算

機
を
活
用
す
る
た
め
の
新
し
い
技
術
開
拓
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
展
示
、
電

子
図
書
館
、
各
種
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
構
築
に
携
わ

り
特
に
古
典
資
料
を
扱
う
Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー
ザ
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
）
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

26古
典

▼
推
す
人

 

北
村
啓
子
（
准
教
授
）

⹿

展
示
資
料
の

情
報
を
受
取
れ
る

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ガ
イ
ド

興
味
の
赴
く
ま
ま

ご
覧
く
だ
さ
い



32

第
一
章
　〈
推
し
〉
の
一
冊

銶 孨榫⮵سحذ﻿Ｋ⴫لأ＇س⹿⪯盈ز╚س

سذ㵠ꝛ㳃س⹿⪯盈جطإدخف䯥ز

䎎بقجطغؤسذسظغئإذث䫟ةر

귆س哅ⳉذ熖ب僃⮣ق⫈┉س╈حغصز⹦غ

بسر⿁⛼ئإئرب儖傴حثططدت┕

仼儖⹿⪯盈＇［لا﻿＃（IUUQ���DPEI�SPJT�
BD�KQ�QNKU�CPPL�����������ذ癨ⶡز鐧تغض

جطت䫴ز域ق鉮갭جطبذبذ

ま
つ
だ
・
く
に
の
り
▼ 

主
に
古
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
の
利
活
用

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
古
典
籍
の
専
門
家
で
は
な
く
推
し
と
い

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
館
の
業
務
で
私
が
最
初
に

ふ
れ
た
中
の
一
冊
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

27『
絵え

本ほ
ん

磯そ

馴な
れ

松ま
つ

』

▼
推
す
人

 

松
田
訓
典
（
准
教
授
）

古
典
籍
の

デ
ジ
タ
ル
画
像
や

情
報
を

活
用
し
て
み
よ
う

熖鉮갭仼儖⹿⪯盈＇［غع）＃لا﻿

社儖䈋乃سغعز㏇سغف⸊غؤ哅غر䇖ذغش㵸اꄇسس㵸ت槄بخط

حخ琂ط鍤ز堭قذتغر燵س╈س┩زإ◍

宯┩社䅨س娡䢔╈僿سصس⟓تج点فب䃷ثز里غؤذسظ

䣆قررثة泅蔈فبذ٬社儖䅻غدب社儖曑ذ

غإدتب
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ꄈ乃⛮㰢س乃㰢⛼⿁ق⫂㳊سذ

）لإو＆ررش┾س乃㰄ةر

攐䐶س⛼縖⿁⛼غب䗯㕔ر辐㷺氳س

仼جذإ斤بسئإذئح⭳ط䰉ق

儖سذ┉▆◐ջ䇗ꮽغب㡎حثطغط

䎎侇يسＳ４Ｅ［ب﻿┉芗ز俊⹕دث

إذغئ丗ق乃㰄ذ☔䣆ظحإرإ

رضغجبإطظذغئ縒غب☪ئ

の
も
と
・
た
だ
し
▼ 

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学　

博
士
（
工
学
）、上
智
大
学
外
国
学
研
究
科　
修
士
（
言

語
学
）。日
立
製
作
所
基
礎
研
究
所
を
経
て
現
職
。数
理
、

計
量
言
語
学
、
自
然
言
語
処
理
、
電
子
図
書
館
、
情
報

検
索
等
の
研
究
に
従
事
。
自
然
言
語
処
理
学
会
、
情
報

処
理
学
会
、ACL, ACM

会
員
。

28計
量
文
体
学

▼
推
す
人

 

野
本
忠
司
（
准
教
授
）

銶

テ
キ
ス
ト
の

表
層
的
な

情
報
か
ら

作
品
・
作
者
の

特
徴
を
摑
み
出
す

鵍亠إرظ⛼哅ق溿狒縖س㏐鷹ز车خ

溿狒س僃二سذه＇３حثطإد

亠嫎ق磆☭جطإدث䎎侇س磵冽ق

丗بذتحإدخببظ䇗⛰ذطج⭳

．ى＆حثطغرزئعغبذذ⮆

Ｍس］لأ鶟⴫س鵭زث꿮جذغبسة

高次元圧縮アルゴリズム (t-SNE) に
よる近代文学 303 作品の自動分類と
可視化。著者と作品がほぼ一致してい
ることが確認できる（図中の各点はそ
れぞれ１つの文学作品を表す）。

主成分分析 (PCA) による近代文学
303 作品の自動分類と可視化。著者
と作品との対応付けが t-SNE に比べ
劣っている。

ワード法による同作品群のクラスター
分析。著者別のグループ分けがある
程度成功しているように見えるが、
t-SNEほどクリアではない。
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软乃春س傴⺲蜷縖سررＡ﻿傴鎾䗯㕔دخعز

⮆걉جطغث⹿⪯盈زغثسز⮍⫝逷┊رر擻杼

氳ر䗯㕔ب溿狒س㵚霄دثذꄆ釐ر䙫⽏ق䧏جطخ⠕չ

꞊سبغقرق傴鎾䗯㕔⺱㚖س
➟ز䏼دخ稗ذ稗ذ笋

﻿］＇傴鎾سئ❆جطغ杯بى］Ｏ）＃－ذةإذإ

غج弍㏇ز羜䏲ب⽏㰢软氳艄س溿狒縖س吾碟㷽塷سلإ］９

－＃（Ｏ［ذ﻿］＇ى銧جطئرئعست䗯㕔س了撴ب

﻿Ａرⶡ硾سغبذبذتغج䫟㲊ق啶鵰س⛮⪑⹿⪯盈غ

ほ
ん
だ
・
け
い
す
け
▼ 

二
〇
〇
八
年
総
合
研
究
大
学
院
大
学
統
計
科
学
専
攻
卒
業
後
、

民
間
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
動
し
た
の
ち
、
二
〇
一
三
年
か
ら
情

報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
に
て
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
従
事
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
国
文
研
研
究
部

特
任
研
究
員
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
映
画
が
好
き
で
す
。

29古
典
籍

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の

推
定
と
Ｉ
Ｒ
活
用

▼
推
す
人

 

本
多
啓
介
（
特
任
准
教
授
）

㰢

情
報
の
断
片
か
ら

古
典
籍
全
体
の

構
造
を
推
定
し

活
用
す
る
技
術

吾碟سذ樟غر湳釤ب䫒碟氳ز䐂جطغغست礴銶氳Ｂ

＇ＪＳسى䣆嫎ذ䐂حغغ磵冽ق傴鎾＇［﻿９［سلإ丝⤓

敯媲ذ弍㏇氳ر溿狒縖＋［قلإ峮غ䧗嘅ذ䨿ذذتغئ

*OTUJUVUJPOBM�3FTFBSDI

ز孨榫ذغبذبذتغج縒ئ

جطإد

꞊➟䓪מ㓹ׂט⹿⪯盈ؠ٭٠عشؾס⴫

30本
と
バ
ラ
の
日
か
ら
の
ぞ
く

読
書
文
化
史

▼
推
す
人

 

菊
池
信
彦
（
特
任
准
教
授
）

夵
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䇗㍋僖◅└仼م：لإＳس轵

０ＫلاＭ＊س儖０ذＩزⴍط

سＳ乃㰢م：لإس仼ستجطغ

曓غؤذ乃霔لاＫ０Ｓ＆ة◥بلإ

ؤذ仼س儖غج鋗䒝ق仼حخر

لآئ⺬غ頜ق０Ｉز侇⺱ذغ

Ｓلأ٬ＧＫ＇سم仼０ئإذＫلا

Ｍ＊هغؤس﻿Ｋ［＋Ｃ㏐亠س纱☔

تبجذجذغبغؤظذ仼س

ئحسسحخرꄆبغ烰اسخ◅س

鸜إ佅ثذقجطغؤسذذتس

اسչ⮯سخ◅سذ溿狒س熖ح

烰بغ⪦⽰䷓غب⫂䡵５دثح

ＩＳي斻逮ق磬د妨╚⴫ئإذص侇

ش磵زئعسردث鵟قغ孱س♏

䇶ذص槡┩ط⻠ق仼儖دثحبخ

浓泘ز鐆傴䨕艄بسحخإدخط

ض鐧غب釱憠س＇［﻿⮆冪خخث

جطإد

き
く
ち
・
の
ぶ
ひ
こ
▼ 

専
門
は
西
洋
史
（
ス
ペ
イ

ン
近
現
代
史
）
を
出
発
点
に
、
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と

い
う
分
野
で
、
歴
史
学
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
特
に
、
現
代
ス
ペ
イ
ン
の
お
祭
り
で
あ
る

「
本
の
日
」
と
「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
デ
ィ
の
日
」
を

中
心
と
し
た
読
書
文
化
史
の
研
究
が
現
在
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
歴
史
学

の
研
究
成
果
を
専
門
外
の
方
に
向
け
て
発
信
し
、

ま
た
、
市
民
の
な
か
の
歴
史
学
を
研
究
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
新
し
い
分
野
の

研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

30本
と
バ
ラ
の
日
か
ら
の
ぞ
く

読
書
文
化
史

▼
推
す
人

 

菊
池
信
彦
（
特
任
准
教
授
）

夵

ス
ペ
イ
ン
の

本
の
祭
の
歴
史
を

読
書
振
興
に
着
目
し

デ
ー
タ
分
析
す
る

1936

出典：https://mdc.csuc.cat/digital/collection/afceccf/id/19496
（Memòria Digital de Catalunya）

1957

出典：https://catalegarxiumunicipal.bcn.cat/ms-opac/permalink/1@1576994

Archivo Digital de la Diada de Sant Jordi y del Día del Libro
「本とバラの日」デジタルアーカイブ（執筆者作成）
https://projectsantjordi.net/da/ 出典：https://www.flickr.com/photos/gencat_

cat/32671022747/in/album-72157704584326132/

サン・ジョルディ

2019

（執筆者撮影）
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お
お
や
ま
・
け
い
ぞ
う
▼ 

本
務
は
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
・
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
共
同
利
用
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
。

専
門
は
情
報
学
で
、
情
報
検
索
やW

eb

情
報
分
析
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
共
同
利
用
機
関
ら

し
い
研
究
活
動
を
追
い
求
め
、W

eb

デ
ー
タ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
共
有
を
実
践
す

る
中
で
、
研
究
用
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
共
同
利
用
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
か
ら
、
約
一
五
年
前
に
活
動
を
開

始
し
、
以
来
、
少
し
ず
つ
活
動
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

31研
究
用
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の

共
同
利
用
の
た
め
の

エ
コ
シ
ス
テ
ム

▼
推
す
人

 

大
山
敬
三
（
客
員
教
授
・
古
典
籍
デ
ー
タ
駆
動
研
究
セ
ン
タ
ー
長
／
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）

鲣

デ
ー
タ
提
供
の

環
境
を
整
備

作
成
者
と

利
用
者
を

つ
な
い
で
い
く

䇗７］هＳنملآＳسلإꄆ釐䓪ب䍚鐧غث溿狒＇［س﻿孨榫ز㵚ج

］＇س﻿］＇溿狒غئ✳ثبثجطإدخط냕ظ僿䏨سغب⚡炘غ

ف✳ز☔☽ز癨ⶡئحغؤذ靸榤ر鞕ꄆظدخذز溿狒縖س䎎حخ⛼ق﻿

تجذغثارسظ礘ب⠕☔䗯㕔ظ蜷⛼嘤قجطغؤسذسظغغغج

丝قＫ［Ｋس榫⮵٬❠䬠س﻿］＇ذتحجذذتث⺱دذ妨ꝴ♿哅سغ

تغج釱⴫⺎ق䡗冽غعز＇［﻿⮵榫ث䤧䭂٬畘杼ز⮉鸵ق⮵榫縖ث⤓

䡗⛼س﻿］＇زظذذغج❪鍐ز塜䎎ق靹春س＇［﻿⛼䡗٬䬠❠縖ذذ

縖ذ⮵榫縖يس？Ｅ＋＆قم䎬䡗دث䗯㕔ظ䤗软س◫孱ق㍲دخعزذتغ

جطإدث泘䧗ق啶疣س＠＆لإلأين

32デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る

研
究
環
境
の
発
展

▼
推
す
人

 

永
研
宣
（
客
員
教
授
／
一
般
財
団
法
人
人
文
情
報
学
研
究
所
首
席
研
究
員
）

＇
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＃－﻿Ｋ٬لأ＇ظ㰢软溿狒ئبطق♏﻿Ｋ侇لأ

（Ｏ［ذ┕ى㷣ꝧطإدبدخرزئعغغث

な
が
さ
き
・
き
よ
の
り
▼ 

本
務
は
一
般
財
団
法
人
人
文
情
報
学
研
究
所
主
席
研

究
員
。
仏
教
研
究
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
含
む
古
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル
研
究
環

境
を
構
築
す
る
た
め
の
技
術
や
規
格
、
制
度
等
に
関
す
る
研
究
と
実
践
に

一
九
九
五
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
国
際
的
な
潮
流
に
即
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
人
文
学
研
究
者
の
仕
事
が
適
正
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
継
承
さ
れ
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
け
る
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

32デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る

研
究
環
境
の
発
展

▼
推
す
人

 

永
研
宣
（
客
員
教
授
／
一
般
財
団
法
人
人
文
情
報
学
研
究
所
首
席
研
究
員
）

＇

＿
・
・
・
・

劮سحغث僗⪧ذ）＃－زةجس溿狒س僃二ج

䦠鞲乢لأ＇ظ﻿Ｋذ⪜ꝧذذتغغث溿狒┕س⮵

➘䓪ق냕ةرذتحغظ溿狒䡗冽ب鏰تإرذغ

⹿⪯盈جطإدخرظزخ┉س免乢غج錞伺قذ

Ϋغحض┾ق鞕ꄆ鞲乢سΪ⺨㏐ظدإاز溿狒س

ꄆدثغحس奂鬳ثά＆ق）لإو⪒乃吾碟دث⺨

鞲乢س㵚䑴甙䢥س槆⥼قꞦ鈋غحثέ⹿⪯＆لإو

ذή☔䄄湳耆䤗软غحطدث䏡䐝ق杯♏鏤錌ذ）

銧蜗س⛣糋قتد鉮冪غبذ☴䷷㰢سظحس溿狒梪

㗞ق◅ջ┉⪙䇗ز⪜ꝧحثطث杯㏇غحزغثس

جطإذق磝غ⹦زꝧ氦ذ溿狒ةضغجث氦㷣ق

⑴

⑵

仏
教
学
の
た
め
の

研
究
環
境
を
開
発

⑶

⑶

⑷

⑸
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（　　　　　）国文学研究資料館の
デジタルコンテンツ

国文研にいかなくても古典籍や古文書について知ることができる !
当館では、古典籍や古文書を活用したデジタルコンテンツや動画を
制作しています。ぜひご活用ください。

電子展示室「和書のさまざま」 古典籍画像を使う

くずし字を読む 国文研YouTube

当館の展示室で開催している
展示をWeb 上でも楽しめる
デジタル空間の展示室です。

WEB会議の背景、国語や歴史
の授業、ブックカバー。仕事で、
日常生活で、お使いいただけ
る画像をご用意しています。

くずし字が読めれば、世界が
広がる !　ぜひ挑戦してみま
せんか ?

国文研ってどんなところ ?　
さまざまなイベントや、研究
者たちの活動を動画で見てみ
ませんか ?

〈推し〉の一冊
紹介動画も

こちらからどうぞ
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自
然
を
味
わ
う

全仼儖☔
は㍋㰙

の燯
ろ
い
を䷧䚉

に䚉
じ⹦
り
、
さ
ま
ざ
ま

に辐杯
し
て
き
ま
し
た
。

⽰堭
や⟫⺀
で
は
、谹
や

둊
の㚜
、겧
のꮟ
、侇
に

は賘
が姡
に⪌
る
か
す
か

なꮟ
に
さ
え繰
を彎
ま
せ

て
も
い
ま
す
。儖
の╈
に

も㵸
さ
な㱢㲈
を⫋杯
し

て
い
ま
す
。缜璛
に奂
べ

て⯆꡾
の㛡
い撶槆
で
さ

え
、嬲穒
さ
れ
た恱し
ょ
う嬬し
ゃ

な

紆䙫閁
が盶こ

め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
は꿮
く
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

⹿ Ӗ
は
じ
め
に

『
画え

本ほ
ん

虫む
し

撰え
ら
み

』

『
内だ

い

裏り

名め
い

所し
ょ

百ひ
ゃ
く

首し
ゅ

』
⫂إح遊إظ⺲غ䢥عث氬ةظش꺙عث


№��س䋦ئط⟊قت

└┉◅┉◐䇗

ثص諰ب㛾永ةذ䐵قعثꯂز

⺲┉┉غب㳃إد㲊سغف⸊

氬꺙⽰堭ز☔堭س

ظغ舅جط鍤ق

鍤ذسظحق⺲

䢥س갭ذغبس

┉ջջ꺙ق啶䡗ج

ط鍱س⮣┕⺒غ

⫝儖س㵼إرةر

حغببجذس

ة㛡سسظحثز

ꯂقجطغؤس

䐵㛾永س┉ջջ꺙

┖٬⺀┕قتح

ق儘ذغحغح⺀

儘س⺀┕خب⮆

⺲سحدضجسز

䢥س社ب岣غغئ

جطإد

մ槆ئ儖قض谹ثط䲴طغئ
№��س㛾伺⪙┉┍⪙⪙䇗ز⮍车ث

㛡حثذ＜］＆ق谹جذ社儖ب堭ئعب敾س璛فط띾حئ堭فب䃷ح㛡بㄎحغ

荇⯇سغ撶槆ز敾堭ق鿥جطإدث谹سذ銧ظدخ賘

اذج炐بذتغؤذقص⢎ثط谹بجذسغإدغب䬞ظ賀ظ

賘س㍲س⭳䫴جذسحخحꝴ♧س谹سذ걉⮆س䎎侇غ

ز姡ꪫبجطإدغ꤉ز蜗سجس袚س賘س┖랋ꄋ谹䄅ذ

何حخ㣓ظ辐杯جطإدغث
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『
詩し

文ぶ
ん

』
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
と
技
法
で

表
現
さ
れ
る
自
然
の
す
が
た

「
天て

ん

保ぽ
う

十じ
ゅ
う

五ご

辰た
つ

年ど
し

八は
ち

月が
つ

出し
ゅ
っ

水す
い

堤
百
間
程
切
込
ノ
図
」 մꉏج┩قب槡إب

№��ظ堭띾ب䬞حإ社儖جذسغختꦣ

س喋㯸غإدثقشꦣ鷛بت㯸غب〱جطإدثز＜］＆ق

哧سجذئحث晕㯸سꦣبجطإدخ⛼قطغح魸鼱

ق荇ذ䤗嫎ئإذغج⯇غب狜سغتقجطإدغب䬞ب

氫خ洠جذسغإدغث辐杯ب㍲凵ذتح⭱⭲زجف✳

ئعثذغئ銧ذح䤗䄆إثفثصزغج辐杯قꦣر

մ鍶ث乃قص
№��س罎قج⯥ش뛈ب㼖طث諿سقس諿╚حخؤذꏜضر㼖طث泡ار午حئ

乃⴫☔┉ջس娡䢔侇♏⯥僿ررئت㹭ئض둛ثظس冷دثذظثسق

دغغإ榫سسإحث嫰泘قض儖ج㯸قب䄢حغغظ⹜ب鍶乃س☔

ب社س）Ｓم＝ＯＳذسظغغس⽛ذقج產ث鍶جذ碊غإ

ꉏ┩槡ذ儒撶槆سغ⯇㛡荇س社ستجذقج產قش➘حخ⪋

ط䎎侇جطإدغف✳ظ䤗嫎سغ⯇狜غإدغغإ榫ذ

鞕حغث⪋鮖غب╈㎁ةرس撶槆سغ⯇㛡荇سز仼儖ح

ꄆ⿁حثذبغغت䏲س宯┩社撶槆ز䏅ꮶذحئ┙ق

縒جطإدغغئ

մ
塡زةسثثط
襓㎁㛡ح䰵ط鼞قة鵽ئت⩞قغ㵓ث兎غط杯㏇س典◹齉㛡䰵䄫鵽⩞㵓س

姮怈س䃷حثطإ鸿ز姡㲹ئ⛂ز姮怈س㛡䰵䃷سثسث

ب㎻㏐سربحث㚺⴫ب媞鷹ز疗㍱سر꤀حث氦榟ب

逇㲹ق⹨حخإذبحت⫂㳊س社㍲ب⛼邮جذسحغث

㔼氬ꝴ爊⮉鱮．㍲إج姡خعث⭳خب僖خس⪚ثر䇗خح鱎ت◐ئعثⶇئط⟊قد㛾ب
№��

�إج姡خعث⭳س鵽⩞㵓兎ز┉⪙㍋㍋䇗⪙僖◐┉ئط⟊قد㛾س

孌姡دخعز㔼ꡔ┉ջջꝴقت硜┉⪙ջＡ［（Ｋ爊䈱

تب䫇جذسظحث辐杯ذ䫇碊ق㎻㏐حث逇愤غث滭㙗ب

碊سذطب┉冻س碊س⮯ز┕س碊ق鞟♀ذذتغج㎻㏐س

敯媲ق］﻿５م］ه３５س辐杯جذسظحث

『
銀ぎ

ん

世せ

界か
い

』

Before

After
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あ
の
人
が
書
い
た
文
字

귆
に
は
、
い
わ
ゆ

る僗⺲☔
が傴
い

た⹿⪯盈
や⹿乃傴
が㛡

く䢥襓
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
の☔
」
は
ど
ん
な妳

䧏
ち
で璛
を⹦
っ
て
こ
の

乃珕
を傴
い
た
の
か
、⛰

を䓙
っ
て
い
た
の
か
。孨

㰄
やⷄ⯇擻
に
な
っ
て
し

ま
う
と⽏
わ
え
な
い
「
あ

の☔
」
の䚉䗯
を
、⛰氬

䇗
も侇ꝴ
を
さ
か
の
ぼ
っ

て泡䫘⽏
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

䎎 Ӗ
は
じ
め
に

մ嶎قت妣ث擻سظ鏤غحب
№��س

⪒┉⪟䅆خئسئعث┉◐䅆س

嶎妣擻鏤溿狒دإاز哹غسببث⸉

儖ذقض燡غغثꑢ⠐侇♏╈

僿س鞕ꄆظث⫝ر儖جذقض勖غب

㚧ضخ┉خإ䅆ستحئعث㲜槄侇♏♓

꡸ز傴⫝جذسظحغث

䎎ذ㳃⪛س傴⫝縖سحب

حخؤذ☔乃⴫سدخب♏

بحسثثزئعثقث└

兢里㲔꣚جذ⽰堭ق㰢

䏘حظⲃز⹕俊س⪰⹿ش

⹜ق儖سة㛡برس▞䡵س

꥗傴⫝ث䏲♏ز禆䤔ث

حثط

մ岻صث媇فث剚خإ┉إئ仼خز鋗ب
№��

㛻س◅ջ◅┉䇗س

媞）Ｉ＞ꪂ㛾ق轿تخذ�

仼س┉岻媇剚حخح⪛☔╚

鋗جذ䏘س仼鋗س䜲إت䑴ئا㍋

伺媩⩕┉⪙⪟⪙䇗ب

ط佫⽰⪟┉▆└┉䇗غ

إدث䢥襓ق⫈ջ└سذ

岻媇剚س仼鋗س⮣僃جط

瑬┉◐♏㵧تح塡بؤ䐵䃷佫ب┉

髭䐵䃷䜲ثعㄎصس樟夳䌩ظذذ

غ鋼ص⚡１Ｊ┒㎁ⶤ鈋ز

Ｈ［Ｍ＃１塷鋼╈ز二䷓䈡

侇僿غج䅯㎁ذ♐⽜سغب

جطغط㡎غب

『
源げ

ん

氏じ

物も
の

語が
た
り

』

『
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

日に
っ

記き

』
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մ㎻ثش亠حب塶ئح└ثذꄋقب㯸ج⠺ةظث榫ئع錞ئعث乃قظ
№��س

䯵خج孅سخ㎁زة㛻اا㏧بث曑طح姡جط槄ئعخⱶب䁌طث㷑ظꝎثا榹ح㳃ت乃قظ傴عث

僀よ┸ظ眦♧鞙دإاز㛻㏧خ┉س

䜲䑴└┉⪙⪟┍سꝎ榹㳃حقㅀق

䇗⫷ز二䲴磝س㎻ثش亠حب塶بئح└ثذ髭鞝鐧鷼س

❣갔جطإدثق㎻亠بꄋ㍋ջջ┸

ئر諰قت鲣غؤذ磝Ꝏس二䲴磝ث鐧鷼ق

ⲭبطثإ㝜ةا傴قبب䩺جطإدئ冽دثح㎻

亠ق⛰س泘ةظ鑜بسحإذقفظحظح

سة㛡بسر璛س☔㎻亠儖ظذغح

溿狒碛免غغةدئ┙ق┉冻جذ

մ
㸓طظ뛈ب碛ح车ئت╈ئعخ僼ث◄ئعخ㲔خث
№��س

鲣┩⯥僿س髭㰢縖㸓뛈碛车س舅蜷舅

璛岲إج傴عث儖قضꄆ釐乃⴫靸儝عث㯸ث㰢قةب䤈

ق䇗⮍◐قص乃قب㴌ةفꎰئع釐ئعب䷷إج纱غج⮭

⮍车ذذتحث䆠䈡س䑙ب钓زب鉴غ孱غ糆إث

╚حث㓴璛ز╈ةح锝غ孱ب碛车حخرذ

蜷جذخ┉س仼儖بحت╈僼ج

غجذغؤذ╈虒╈㎁خفر

仼儖╈䑏س⺒鈝ق╚䍖جطإدث

土ひ
じ

方か
た

歳と
し

三ぞ
う

金き
ん

子す

借し
ゃ
く
よ
う用
証し

ょ
う
も
ん文

『
中

ち
ゅ
う
ち
ょ
う朝
事じ

実じ
つ

』

「
あ
の
人
」
の
感
情
を

時
間
を
超
え
、
直
接
味
わ
う
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こ
で
は
、擻鏤
を䎷
る雛

か
な䨯社
の┩槡
に
つ
い

て
ご磆☭
し
ま
す
。

մ㲜槄侇♏
の䨯社⪌
り
の儖
と

い
え
ば
、
ま
ず㜧な荁ら社え儖ほ
ん

を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。社

䄢
、攐㛻儖
と
よ
ば
れ
る㛻㑔
の

も
の
、嘦㑔ⶐ碊㑔
の
も
の
な

ど
、㛻
き
さ
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、㴌か
ん乃ぶ
ん

・䋝え
ん㲑ぽ
う

ꮽ
（┉⪟⪟┉
―┉⪟⪙
〇
）
か

ら
、
サ
イ
ズ
も䨯社
の䬞
き亠
も

槆┉⴫
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

մ㜧荁社儖
と
し
て⯆⛼
さ
れ
た

⛼⿁
は
、
お⛏と
ぎ蔈ぞ
う㯸し

と
い
う湾稴

の擻鏤蔈㯸
が╚孱
で
し
た
が
、

域瑬
に曓僼擻
や菚耆
の
ジ
ャ
ン

ル
の⛼⿁
ま
で䨯社
を⛂
う
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
ら
の⛼⿁
は娡䢔

侇♏
に蔈㯸
と
し
て⭳撶
さ
れ
、

孱鵟
し
て
い
き
ま
す
。

挿
絵
を
楽
し
む

『
大お

お
は
し橋

の
中ち

ゅ
う
じ
ょ
う将

』

『
住す

み
よ
し吉

物も
の
が
た
り語

』

մ⛨ثع⺮طج擻سظ鏤غحب
№��س

娡䢔⯥僿傴⫝س㛻㑔س㜧荁

社儖禆طط㯸سظثإت擻鏤ذ

䇖㱦侇♏ب⛼⸊ز䡗玮حث

䏲ꑢ⠐سحث鶱خإقث丆سسظ

僿بسظحغث⛼䷉ز孱䄭

غث㜧荁社儖ظ社䄢ث

蔈㯸سغ⪋⹿孨㰄撶社ز

ححشادثذ撶儖سرر

غث⭳ط榟ب儖⚥س丗إث

حثط

մ㛻اا噛ئعخ╈سثس㵧ئعث
№��س

ꑢ⠐䆠䈡ز䇨ꝥحغث撜ق

䫒دث亸غج䇦㯸س萶ꦘ

حإ䬞ققت꽦إغꧧس嫎虒磬ذ

擻鏤ذ娡䢔⯥僿ث⛼⯆ز

嘦㑔㜧荁社儖ر㑔氳⪰حغ

⚥س㵧╈س㛻噛جذ

儖س嫎虒磬سⱵةرة䐵꞊ز
غج

鋗◄بذ⛏اخظق蔈ئح㯸ث硌ذ

娡䢔⮣僿ز孱车حث⹿ت
孶ئعث

栓غ桓سغ儖乃خظق鏤غ擻硌

جطإدغغ湳ب硌礴◅س

蔈㯸⛏اس㎁乃溿儖ب

硌ذ╈سず┉س㱭儖دثذ

鞕ꄆجذ

こ Ӗ
は
じ
め
に
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『
徒つ

れ
づ
れ
ぐ
さ

然
草
』

『
舞ま

い

の
本
』

『
阿あ

弥み

陀だ
の

胸む
ね

割わ
り

』

մ
㲜槄儕僿غب娡䢔⮣僿ربجفةتس僿ꝴز

⹿قسثخبت

孨㰄撶غغسعذⷄ⯇䤗软دخعز儖بⷄ⯇غث

孱鵟حثطث䎎⮣س䏻غخ抅غد蔈ثة
№��رئعس儖乃

♏دخذز儖سغ⪋䨯社ز域瑬بحثذ䎬䌋سطس

جطبعدخف

մ
攐ز⚊إⳙج擻سظ鏤غحب
№��س儖ض
ق
ؤ
ط
ꡦ䌵⩞خئئت䖷س孱뜍ر傴

ث䀍حغغ⯇دخعز┖撶س⛮傴حث⛍걉زغحظ⛮

㻴ب儖قضغغس⽛ذ撶儖ذ◹齉س䀍㻴حث⛨ز鉈سطج⠐غة碛ح

䉎بقؤ⭳撶꞊ز
غتق䙫ⵀر䄄菚氳ز逷銫ظ碊ثئعغ乢غف

䀍㻴儖⚊ⳙ擻鏤ستجطإدغغ湳دثذ紆儖حث

䏅ꮶغر㛡㛻ز蔈㯸سغ⪋䨯社غغث⯇ⷄزخسس

ز擻鏤⫂㳊꞊ئ┙ق
غث孱榫ز⿁⛼☽ب䨯社ةر➟

حثطث⭳ط榟ق杯霄سررغ

մ艵سإط儖
№��س䀍㻴儖س䨯社س孱榫꣭ب
䢥ز

ذ擻菚耆غ鏤حغث䚁㞐ز塡㳃ذ儖غ⪋社غغغط

س⮣䎎جذسظحث擻⴫ط鐆ق儖⺏س䇞萴艵傪غؤ

⹿孨㰄撶ذ孱鵟بجطغغطذحث䨯社حخ⛂ق丝

撶ذ⭳撶ذغغثلا）لإ９خطخحＩ［غرذ撶

儖حثز⩕ق社䄢ظ㜧荁社儖ب㛡حثطغث⛼⯆ة

մ
غ鏤سرر⹿孶栓桓ظ鐄磬حخبث末س䎎侇حط

擻س蔈㯸ظ社⪌ذغ⭳撶حثطغثꡦؤ䌵طꡧسح翹سطⰟغف
№

��سحس┉傴ذ䜲إتꝎئعخꮽشحشحز┕庋鋗ꎰغطب

ق虄䬠س鈐ب㵼㝵خ┉س庋泘س鐄磬⹿孶栓桓غغ

䌓إغطذ䇦إ䌩ق굺زظحئ舅سغ䑏臒ق䄐ج⭳ث擻鏤

جذ

『
伊い

せ勢
物も

の
が
た
り語
』

印
刷
技
術
に
よ
っ
て

変
わ
る
挿
絵
の
か
た
ち

『伊勢物語』の
どこを使って
いるのだろう？
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書
物
で
国
際
交
流

䢔侇♏
はꑷさ㎁こ
く

の侇♏
と

銧
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、宾㛙
か
ら
の䗯㕔
は㛡
く

⪌
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の䏅ꮶ
も

㛻
き
か
っ
た
と縒
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の櫊こ
ん饉せ
き

は傴擻
に
も釤
る

こ
と
が
で
き
、攐
に⵳㰢
や熭㰢

な
ど
の㲔榫氳
な⮆ꄇ
で
は갻蜷

で
す
。『鉮か
い⛮た
い二し
ん傴し
ょ

』（㱦あ
ん姧え
い└

（┉┍┍㍋
）䇗⮍
）
は
よ
く湳

ら
れ
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う
。
こ

こ
で
は
、
い
く
つ
か
の艄⽏岐
い

❆
を磆☭
し
ま
す
。 

娡 Ӗ
は
じ
め
に

『M
om
otaro

』

『
天て

ん

工こ
う

開か
い

物ぶ
つ

』

西
洋
の
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
印
刷
技
術
を
も
採
り
入
れ
、
近
代
化
は
進
む
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մ㛾قد䄄ئتꝧإب擻خص
№��س┉┍┩硔⮣꯽ز╈㎁س㱫ئح

䑴ئا佔بإج蜷鳭حث䤗软꞊
ؤسذ╈㎁جذ傴擻س➟

⪚ف⽰إظ伺سذ仼儖بجذئعحخبرغط鐆غط

┉┍┍┉䇗ةت⯍ف⽰ز㛙㎁غب鮖⪌حث⸉傴ق仼

儖ذ⫋邮⛼ذتغجغث䏅ꮶظ㛻سظحخبب

جذ
մ欿ئع熭ب瞿إج鹟قج㍲ج鉮إبئإذ傴擻جطغؤب㛙ت熭ب㰢ةب

⸉갭ﾮ)FFMLVOEJHF�POEFSXZ[JOHFOإد爊ئعب䷷


№

��ئإذ㛙熭䣆软س䷷熭傴ق⚊ⳙس讫قغ亠ئط⵳إ飈ثت兎غط䐵ةذ

㓹بب緾錌حثطث⺲⹿㷑س姧إئ哧ةغ㷑ذظ⚊ⳙس㸓䎬㷑

س撶䌋غحغحدإدغث撶⭳غب儖㷑س髲◅س

إدخ鷿بتح冻◅س⫁س㍲بجذسرث⺱ضض

┉⪙◅ջ䇗⮍└إج䷓قص姧哧㷑撶乃جط
№��

㸓䎬㷑撶⺱䇗⮍ذꉘ撶槆س
№��س儒撶槆ر

ذقج⥴ةض㘟بط擸س⺲⹿㷑سسحث䡗⛼قꉘ撶槆جذس

堭حئ띾ظفط⴮ةض乏زإث社ق㰢حق☔擻جذ鉮إح⛮إب二قث傴عثس

㍲دضجس儒撶槆بحثذ姧哧㷑撶زئعس㍲

عغج杯⫋ظق䤗嫎سحةرسذتحغج嘗⠿ق

ئعستجذذتإ㛻㚺艄⽏岐سذتحخرزئ

ق䤗软ةرذتحغغ⪋ت⹨ق亠ئ縒س里嬣ز

ب㏐┖س鲣♏⴫ز䏸չدخعزذتغغ⪋غ䫑ظ

جذسحإدغغ⛼

մ.PNPUBSP

伺媩┉⪙┉⪙⪙◐䇗⮍
№

��س葏鏤ز錌غاذغبفغبذتغإدث

宾㛙⺸جذسظحغغ⛼زتꝎس隴ج䃷فب塡ث◅تح鼂بئف縒勅

فثرئعسغا笝قظ稾غخ竊ز碊حثغ⯇㛡荇ذسظحث

غس⽛ذقضقظغخغبذتغإدت♀ق

綗䜉س仼儖بضس佅鎇رئعس劾㜀鼂جطإد

宾㛙ق仼儖乃⴫غؤظسظس㳊⫁غج☭磆قرر

جذسظحخ䏔鞙┉زسغج☭磆ز

『
外げ

科か

学が
く

教き
ょ
う

程て
い

』

（H
eelkundige onderw

yzingen

）

『
瘍よ

う

科か

精せ
い

選せ
ん

図ず

解か
い

』
山形屋版（木版） 永楽屋版（銅版）
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古
典
で
遊
ぶ

㱦侇♏
か
ら
、☔չ
は

铙な
ぞչな
ぞ

を⛼
り
、⨣ⱹ
を

琂
っ
て䕛Ꝏ
く哧
し
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
と
ば
や乃㰄
を榫
い
た鷛

び
は
、社槆
と磵
び
つ
き
な
が
ら
、

⹿⪯
の┩槡
を
よ
り雛
か
な
も
の

に㷣ꝧ
さ
せ
ま
し
た
。⹿⪯
は鐆

む
も
の
だ
け
で
は
な
く
、㷪び
ょ
う겧ぶ

、

社䄢
、
か
る
た
な
ど
、
い
ろ
ん
な

㨥⛮
（
メ
デ
ィ
ア
）
で鷛
ん
で哧

し
む
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、⹿⪯乃㰢
と鷛
び
の
さ

ま
ざ
ま
な䎬
に
つ
い
て
ご磆☭
し

ま
す
。 䇖 Ӗ

は
じ
め
に

古
典
は
読
む
も
の
だ
け
で
は
な
く

遊
ん
で
楽
し
む
も
の
！

『
扇お

う
ぎ

の
草そ

う

紙し

屛び
ょ
う

風ぶ

』䢶社ס铙鉮מ׀艄׾׋☔չ
ւ菊־ 둊ֹ׺ה겧חֹׅר僖փ
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մ䢶سبئا蔈ئح碊ث蔈㯸س䢶䎬س槆ꪫز䬞حغب社槆ذ

س鷛䢆䓪ة鉮ط鐆ز稇┉ق堭⽰حغث鋗ز㍱⼽سح

냕إ⛼⿁紮جذ㲔꤀س䢶社ق釤دج槆갭س⽰堭ق䎎

娡䢔⯥僿غب㲜槄䏲僿غثذحغط榟غبش鷛غد

سقض儖ث㯸خث⫈غغد玮☼ظز㜧荁社儖ظ社䄢سدتبز

ذ䎬敯رطثطثررئعث䅆ب槆ص겧ئعش社䄢㷪ةرذط

⚥㰆جطإدث

մ
☪㍑㷣炐غإدث䢶سبئا蔈ئح碊ث㷪ئعش겧ص
№��س㜧

荁社儖س乢ئعغ碊قث㷪겧ز鞟ذسظحت♀غ┉冻س乢

碊سخ└ز䢶بئا社ذئ⽰堭غادغغظسغخب⪒鼧ذ

㰙دثذ羜俌槆سحجطغؤب堭⽰ذ䢶社س⪟└

疐سذت刾ب䬞غادغب㍋㰙䤼չس紆قثث䬞ب

鱮غجذئظ䙫閁جطئببئب

մحغبس＝Ｋ（هＫ鏤سه［）ب鏤嶎ذ

嘗ق（］ه＠］يحغط鱮خ䧏غعＫه）＝Ｋغث

鞕ذ┉亠حثطغغ⛼بررＫ﻿هئعث塜قد㛾دث

仌سꝴسذ靳قجفؤ⺬إب氦㷣دجث靳س遊ꪫز⽰堭ق傴

孱غع㲜槄僿بش鷛سررإاا釙إب靳غجف⺬قغتب

车ث氬☔┉꺙ظ⚊ⳙ擻鏤قرر갭免حثذ

⨣紆ر堭حثطغغ⛼بحغب

մ氬خإ┉قز☔ةظش꺙حغبعث
№��娡䢔侇♏ز搶氦氳ر☔妳

鎪دثذ⪮鷹غ⪋㪥سغتحغب氬☔┉꺙حخ鎶ق

جطإدغب䬞ز祅ب社ذ堭ذحغببث䓙ذحئ

虒ربظ艵哧س喋ب䬞حغب䅌سخخ⫂⣐ظ䑒釤جذ

մ⚊إⳙج擻سظ鏤حغبغحب
№��⚊ⳙ擻鏤س♏辐堭ق

إ䬞ق㕙ꪫغر樟س壿⺨ز鼧┕س儘ثز儘⺀س┖┕

辐قثثغ䚁ر碛儢ب䎷荇ةف稅قح╘حغبسغ⯇儒撶ح

杯جطإدث

մ钥عث㎁ةتꯛعث╚ئعغ擻خص榤قث끌حغب撿
№��娡䢔╈僿♓꡸ز榟ط

حذ擻⺲س⺨㏐خ┉سحغبجف⺬社س牊չحغ

جذحغبحثز㵚قذبح냕ةت溍س⺲㛻غظ媩ق㏐س

『
百ひ

ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

か
る
た
』

『
諸し

ょ

国こ
く

領り
ょ
う

主し
ゅ

物ぶ
っ

産さ
ん

骨か

る

た牌
』

『
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
り

か
る
た
』
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古
典
と
旅
を
す
る

☪典里
、亸
と傴擻
は注

䓪
の荁
い磝
み⺬
わ
せ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。泘氳㏐
ま
で

の车
き亠
を鋗
し
た亸车勅⫂

鋗
、㵓炘
の榺全
や釤
ど
こ
ろ
を

鉮鐄
し
た樋り
ゃ
く穩え
ん颯ぎ

や社㏐㍲
、亸

⩝
で
の䓙
い⭳
を鋗
し
た亸仼

鋗
、㲔꤀
に车
か
な
く
て
も鐆
む

だ
け
で亸
の⛮꽦
が
で
き
る硔车

乃
、几狜
の┩槡
へ
の亸
を哧
し

む擻鏤
な
ど
、娡䢔侇♏♓⯥
の

仼儖
に
お
い
て
は
、杯♏
にⳏ
る

と
もⱹ
ら
な
い
、雛
か
な亸
の乃

菚乃⴫
が㰆㏇
し
ま
し
た
。

⹿ Ӗ
は
じ
め
に

ⶇإ
ث
ع
إ
⪟㛤仼خز鋗ب
№��
№��

մ
二إث䷓媩齉䄫ꑢ⠐س鏐榟دخعز

典宾鷹س丝⤓غث◹ذꑢ⠐ق䏡全ج

䡗玮ب硔车乃ظ仼鋗دثذ碛免ق亸غ

تج注ظح憡إج媼إغ⬈سⶇ⪟㛤仼鋗حثطث

ز◅٬⩖樟夳س憡注ذ
兢ئعث憡ظح妣سذثئꝴز

颯حخت䢥عثꯛغةظقئعغ錎鋦ظحس◹ب

겧حثز泘بز㶻خص☴ؤꡦحثئت⺸ت┖ذصꑢ⠐غ

俌ظꑢ⠐帩㏇س⭳全◄ق鋗حث硔车乃

جذ
ذⶇ⪟㛤擻鏤زإح갭ت㛙س��№

ⶇ⪟㛤仼سꡦ☴㶻س⫂㳊بجطغؤ

鋗娡䢔⮣僿ز傴⫝ذسظحث儖乃

┉⪟◐▆䇗⮍儖◅ث媩قط┒س硌قض儖ص䄭غ孱س

غث产بإث䎷قح屭س㜧荁社겧ظظة鲣ز

娡䢔جذ社⪌⫝儖خظق䨯社ر笉碷ح

僿ذغ⪋زⶇ⪟㛤仼鋗س孱䄭儖硌

礴س儖乃ق娻ط⹿ت孨خب㰄ث撶دثذقس⭳撶غث

جط
غغث泘ذ车⮍س僿⮣سحس��№

┉儖جذ

『
十い

ざ

よ

い

六
夜
日に

っ

記き

』
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䐒قا傶ئح㯸ث㼖طث峚غحف
№��

մ
嶎سخثعسذظرط
紶磬س熓ذش辅زغشⳡغغظبغس⴮

亠بحقس㼖غؤزㄎب釤قت㒮سئعثغشسب

㛻曓ب䧏خ㛻仼س嫎ق姲دظ芷亸ط⭳ز

㼖㛻䣆㼖昡㼖冋㼖擧بح㜐ئ趻ج

☔㼖سرر㼖չق鵟鷨ث┍◐仼ب磬鷨

㼖ست閾عز那㼖㝵طث㼖ذش☔طئ䏲껊سح

㵸ثإخ㯸ت㼖طثس㼖չز┕ꣁدث㼖妨خح

㶸┉بث냕س羜ظذ╈جطث孱◫ذ

◅㵑䢶سرض┓س㵸ث㯸㼖س☔չس

منلإＳ٬لآ＊Ｇلأ㳃٬⛼س（ＫＩＳمم

䏏䏟ق亸车鋗］مＪＴهغعز）５

ز里嬣ب䐒傶㯸㼖峚ز㲔꤀جثذ

峚غ⛼⿁س갭免بإرسذسحغثذ

جطغؤظ鐄ئإذ

մ钥قت⸊عث颯ب걉إغ纹ئعثꔕئعب
№��س娡䢔䏲

僿ز╚ز塡زةسثثط
襓㎁س㵓ꢙذ⮍车حإدغث

樋ةظغ穩قئ颯قب傴⫝ذ⫈┉حث㓼曑洈䃷⹾

䄫س㵓ꢙق╈䑏دثذ鸜سة괸قس耆ئس䄫سث

㯸س．س嘤قت杯ظقتꪐ㹭洈䐒ت夕قد㕙س䄫سث鮢غظب勑㏐襓ظ

ز䏲ⶐجطإذق⹕ز䇶疗㍱ررط⻠

قث社儖㗂س
䰔بد＞＞ゖقظ璻ئر氫ةس꤉قإ焝قج䅨ث产ج
车ئعب

堭حئ轑خت沘قض磬ف⽰ئعب闝قثꄋئت⯹قت槡خص⛺ت◐إب洠قث銧قت

鋗ظحئ堭إغ炔قعثꯂس㏐⺨سز儕㶾غثظث⫝خب⺬ظ

ز╚خ䧏س儖سز⛷氫جطإدغث

ب䬞برر俌鈝ظ䎬س儖㵯س㏐⺨دخع

䚉ظ겧䗯رئعس社仼鋗س亸دإدغ

جطجثث

『
御お

ん

曹ぞ
う

子し

島し
ま

渡わ
た
り

』

知
ら
れ
ざ
る
豊
か
な
旅
の
文
芸
文
化

『
諸し

ょ

原げ
ん

起き

類る
い

聚じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う

』
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ր┕䃸蔈孅峪媼╮㍲ց№ ��

ր硔⚊㎁仼냕鼞㛾ꮟ㸓鷹䡗㵓ց№ ��

旅
先
で
集
め
る
一
枚
物
の
魅
力

䎎귆سز娡䢔侇♏ز䈱չⷄ⯇غث孱䄭حث┉冻擻س⽛ذ

دخإذ冻擻┉ز┉⹾جطإدغث䢥襓ة㛡ب鞲乢غغ

تتطثطثس㳊⫁سح儘璡ب椘撶⹙⪟社䌕ظ

جطث☭磆ق冻擻┉س樋穩颯ذ社㏐㍲طرخز亸سذ

『
大お

お

殿と
の

様さ
ま

御ご

湯と
う

治じ

之の

記き

』

草
津
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル

〝
湯
畑
〞
が
!!

زةسسرث⟓
忆㎁冋فث♏خط洠رث榹ح㳃ت乃قظ傴غععث㛻اا夕سذ喋طث䐒ت嵡ئذ媩س╮ث鋗ب
№��

մ
乃إج䷓قص⪟┉⪙◅└䇗ز꤉㷈حث冋♏諿╚٬洠رث榹ح䇞بع㵠سبح瑬◅س☔榟دثذ）］﻿لإس

⟓䃸嵡ع榹بر╈ح峪媼ص嵡ئذ媩زث车زذتةثبثه０سغحＳةرسذلإ諿╚سدثذ檄قغ

比ةرسذظحج䧏檪س櫇ذث餉櫕س굺榟حثذظحس嵡媩ظدخإذ妳鬭ز车تفغت

ستسظر㛻㚺سدغ鵽ب䌕ق⮛车سخحقث臹ب㎁⩕㳃ظثسق⭳ت㷐سص䆠䈡ةرسذ

鞲乢س䇞㵠س⣐鲣ب嵡媩꞊ز
جذ⫈┉حظذطقرر鷼乃傴⚥سص兎ظ갾傴٬㷐傴諿㚖غف
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第
二
章
　
国
文
研
を
ひ
ら
く

今
年
記
念
を
迎
え
る
本

乃㰢溿狒鞲乢귆
は

◅
〇◅◅䇗
で◐
〇⼽䇗

を鲛
え
ま
す
。
こ
こ
で
は
、䎎귆

と⺱
じ
よ
う
に☪䇗鋗䒝
を鲛
え

る⹿⪯⛼⿁
を
ご磆☭
し
ま
す
。

㎁ Ӗ
は
じ
め
に

鴨
長
明
、
井
原
西
鶴
、
十
返
舎
一
九
。
二
〇
二
二
年
に
記
念
を
迎
え
る
本
た
ち

『
世せ

間け
ん

胸む
ね

算さ
ん

用よ
う

』
『
東と

う

海か
い

道ど
う

中ち
ゅ
う

膝ひ
ざ

栗く
り

毛げ

』

『
方ほ

う
じ
ょ
う
き

丈
記
』

车ةع䃷سغبرسسب祀ظبثدثج儖سذظ姡جغؤزذع

◄غطلذةث丢ثش╦دش磵خب寕خبسحبحئصبئزط

辐⛼⿁♏س⪰⹿ة鐄ق扛䅻س榟☔غط㡎ذثر

┉䇗س稀婊畀غؤذ㛻اا侼بحط仼ز扥憠ق䎎

磬岷榟孨س☔槄غب榟ز♏娡䢔侇د

ث㯸ئح蔈ع┩بئ宯حإ䬞ق

剗خذꪫقظ㷑ظ䌵ظ
ث
ف
ض
ئ

域鼂⪫轼ذ㷈ئفئحإ⠮سㄎب㛡غعز☔◅سخس⪚ح末

鷹╈ق䬞حإ帐خت物إت儖قض

䋦قت値ةظغ◅┉◅┉◅䇗└僖س

䡗玮غب⪙┉ջ䇗
№��

غب车⮍س┉⪟▆◅䇗塜僖◐ةف焛قت⩕

└└ջ䇗
№��

⮣稴ب⮍车ف⽰ئعب◷حغث◅┉⪙ջ◅䇗غب

◅◅ջ䇗
№��
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（　　　　　）新日本古典籍総合
データベースの使い方

「新日本古典籍総合
データベース」とは？

複数の機関が所蔵する古典籍の情報
や、その高精細画像を一度に検索でき
るポータルサイト（無料）です。国文
学研究資料館が、さまざまな機関の協
力のもとで構築しています。

なにができるの?

●WEB環境さえあれば、国内外のあ
らゆる機関に所蔵されている古典
籍画像に、どこからでもアクセス
可能。

●そのため、たとえば別の場所 (日本
とイタリアなど ) に所蔵されてい
る資料を、同じ画面上に表示して、
比較することができます。

●公開されている画像のうち、「CC 
BY-SA4.0」の表記があるものは、
クレジット表示をするだけで、複
製や改変を含め、自由にご利用い
ただけます。
（「CC BY-SA4.0」表記がないものについては、
資料ごとに利用条件をご確認ください）
クレジット標記の方法について→ https://
kotenseki.nijl.ac.jp/page/about.html

新日本古典籍総合データベース ▶ https://kotenseki.nijl.ac.jp/

展示している資料の多くは、新日本古典籍総合データベースから
全文公開されています。ぜひ検索してみてください。

二仼儖⹿⪯盈稀⺬ت٭يذ٭ظIUUQT���LPUFOTFLJ�OJKM�BD�KQ�؅ꝧׂ

吾碟槆ꪫמ㞐׾ײי׿⪋؅غ٭٠٭؞ם׀

辐炐׾׌鞲乢؅鹟ש

槆⥼؅辐炐׊յ׾׌غ٭٤ٞؗر

このページ右下のQRコード
からご覧頂けます。

例）絵本／画譜／源氏物語
……　書名や作者名、ジャ
ンル名などで検索可能。
→今回は「画譜」で検索。
1,074件ヒット！

→長崎で医学と絵を学んだ
森
もり
蘭
らん
斎
さい
筆の『蘭

らん
斎
さい
画
が
譜
ふ
』に注目。

22件がヒット。
画像データがある資料には
画像アイコンがある。

好きなコマを選択すると、画
像の拡大をして観察すること
ができる。

「CC BY-SA 4.0」表記がある資料
は、ダウンロードのうえ複製制
作、加工も可能。
（所蔵先により利用規定が異なる）

�

�

�

�

データベースのトップページ

検索画面

ヒット数

タイトルごとに、
さまざまなバージョン
・所蔵先の資料が表示

さらに絞り込みをかけることができる

さまざまな所蔵先に点在する
『蘭斎画譜』が表示される。
それぞれ状態などが異なる。

所蔵先が表示される

国文研にある『蘭斎画譜』という意味

今回は画像アイコンがある
国文研の本を選択。

国文研蔵の『蘭斎画譜』の
画像ページ
https://kotenseki.nijl.ac.jp/
biblio/200014780/viewer/32

ダウンロードボタン

「タグ」検索で、似た資料が検索できる。

資料の詳細な情報を記載。

「CC BY-SA 4.0」表記。国文研の資料には全てついている。
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昭
和

24
年
（1949

）

3
月

国
立
史
料
館
設
置
に
関
す
る
請
願
を
第
5
回

通
常
国
会
に
提
出
、
採
択
﹇Է
﹈

26
年
（1951

）

1
月

国
が
品
川
区
戸
越
の
三
井
文
庫
の
敷
地
購
入
﹇
❷
﹈

26
年
（1951

）

5
月

文
部
省
史
料
館
設
置
﹇Թ
﹈

27
年
（1952

）

3
月

『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
』
第
1
集
刊
行
（
現
在
の
『
史
料

目
録
』）

27
年
（1952
）

9
月

第
1
回
近
世
史
料
取
扱
講
習
会
開
催
（
現
在
の
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
カ
レ
ッ
ジ
）﹇Ժ
﹈

38
年
（1963

）
頃

日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
国
語
国
文
学
研
究
セ
ン
タ
ー
設

置
の
提
案
が
出
さ
れ
る
。

41
年
（1966

）

11
月

日
本
学
術
会
議
か
ら
政
府
へ
の
勧
告
が
出
さ
れ
る
。

42
年
（1967

）

5
月

国
語
国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立
推
進
連
絡
協
議
会

設
立

43
年
（1968

）

3
月

『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
1
号
刊
行
（
現
在
の
『
国
文
学
研

究
資
料
館
紀
要
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』）

45
年
（1970

）

9
月
17
日

学
術
審
議
会
、
国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を

緊
急
に
設
置
す
る
よ
う
文
部
大
臣
に
報
告
﹇Ի
配
布
資
料
﹈

46
年
（1971

）

4
月

国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
調
査
会
発
足

46
年
（1971

）

7
月
23
日

国
立
史
料
館
緊
急
評
議
員
会
に
て
国
文
学
研
究
資
料
セ
ン

タ
ー
へ
の
史
料
館
併
置
承
認

47
年
（1972

）

5
月
1
日

国
文
学
研
究
資
料
館
創
設
。
市
古
貞
次
館
長
就
任

47
年
（1972

）

9
月
8
日

国
文
学
文
献
資
料
調
査
員
会
議
開
催

1970 1960 1950

ԷԹ

Ի Ժ

国
文
研
の
こ
れ
ま
で

Ը
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47
年
（1972

）

10
月
1
日

国
文
学
研
究
資
料
館
東
館
工
事
着
工

47
年
（1972

）

11
月
9
日

第
1
回
公
開
講
演
会
開
催
﹇Լ
﹈

47
年
（1972

）

12
月
25
日

『
国
文
学
研
究
資
料
館
報
』
第
1
号
刊
行
（
現
在
の
『
国
文

研
ニ
ュ
ー
ズ
』）

48
年
（1973

）

3
月
29
日

国
文
学
研
究
資
料
館
東
館
竣
工

48
年
（1973

）

10
月
2
日

第
1
回
全
館
教
官
会
議
開
催
（
現
在
の
教
員
連
絡
会
）

50
年
（1975

）

3
月
25
日

『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
1
号
刊
行
（
現
在
の
『
国

文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究
篇
』）

52
年
（1977
）

3
月
28
日

国
文
学
研
究
資
料
館
西
館
竣
工
﹇Խ
﹈

52
年
（1977

）

6
月
24
日

開
館
式
典
﹇Ծ
﹈

52
年
（1977

）

7
月
25
日

国
文
学
研
究
資
料
館
開
館
。
開
館
特
別
展
示
開
催
（
7
月

30
日
ま
で
）﹇Կ
﹈

52
年
（1977

）

11
月
10
日

第
1
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
開
催
（
11
月
10
日
ま
で
）

53
年
（1978

）

1
月
4
日

電
算
機
シ
ス
テ
ム
稼
働
﹇Հ
﹈

55
年
（1980

）

3
月
31
日

『
調
査
研
究
報
告
』
第
1
号
刊
行

55
年
（1980

）

4
月
1
日

古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業
開
始

57
年
（1982

）

4
月
1
日

小
山
弘
志
館
長
就
任

57
年
（1982

）

10
月
29
日

創
立
一
〇
周
年
記
念
式
典

58
年
（1983

）

11
月
5
日

シ
ス
テ
ム
第
二
期
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
研
究
支

援
シ
ス
テ
ム
実
現
化
開
始

Խ

Կ
1980

ԾՀ⫝洠ע ���� 䇗ꮽס꧅畀嚀㲜

Լ
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62
年
（1987

）

4
月
1
日

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
和
古
書
目
録
）
オ

ン
ラ
イ
ン
検
索
サ
ー
ビ
ス
開
始

　 
平
成

元
年
（1989

）

8
月
24
日

移
転
候
補
地
が
立
川
に
決
定

3
年
（1991

）

12
月
7
日

史
料
館
四
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

4
年
（1992

）

4
月
1
日

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索

サ
ー
ビ
ス
開
始

4
年
（1992

）

11
月
6
日

創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典

5
年
（1993

）

4
月
1
日

佐
竹
昭
廣
館
長
就
任

9
年
（1997
）

4
月
1
日

松
野
陽
一
館
長
就
任

12
年
（2000

）

4
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
正
式
運
用
開
始
﹇С
﹈

13
年
（2001

）

11
月
30
日

史
料
館
五
〇
周
年
記
念
式
典

14
年
（2002

）

11
月
29
日

創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
﹇Т
﹈

15
年
（2003

）

4
月
1
日

総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
日
本
文
学
研
究

専
攻
が
設
置
﹇У
﹈

16
年
（2003

）

4
月
1
日

法
人
化
に
よ
り
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究

機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
に
改
組
。
4
研
究
系
（
文
学
資

源
研
究
系
、
文
学
形
成
研
究
系
、
複
合
領
域
研
究
系
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
研
究
系
）
4
事
業
部
（
調
査
収
集
事
業
部
、
電

子
情
報
事
業
部
、
普
及
連
携
活
動
事
業
部
、
情
報
資
料
サ
ー

ビ
ス
事
業
部
）
設
置

17
年
（2005

）

2
月
8
日

立
川
新
館
起
工
式
﹇Ф
﹈

17
年
（2005

）

4
月
1
日

伊
井
春
樹
館
長
就
任

С

У

2000 1990
ТФ
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18
年
（2006

）

12
月
27
日

「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」
デ
ー
タ
公
開

19
年
（2007

）

3
月

国
文
学
研
究
資
料
館
ロ
ゴ
マ
ー
ク
選
定
﹇Х
﹈

19
年
（2007

）

4
月
1
日

賛
助
会
員
制
度
（
友
の
会
）
創
設

20
年
（2008

）

3
月
1
日

立
川
市
緑
町
の
現
在
地
に
移
転
﹇Ц
﹈

20
年
（2008

）

4
月
1
日

新
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
再
開

20
年
（2008

）

5
月
27
日

移
転
記
念
式
典
﹇Ч
﹈

20
年
（2008
）

8
月
11
日

第
1
回
日
本
古
典
文
学
学
術
賞
授
賞
式
﹇Ш
﹈

21
年
（2009

）

4
月
1
日

今
西
祐
一
郎
館
長
就
任

22
年
（2010

）

4
月
1
日

4
研
究
系
を
研
究
部
に
統
合

25
年
（2013

）

4
月
1
日

古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー
設
置

26
年
（2014

）

4
月
1
日

古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー
を

古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー
に
改
組
﹇Щ
﹈

29
年
（2017

）

4
月
1
日

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
館
長
就
任

　 

令
和

2
年
（2020

）

11
月
1
日

日
本
古
典
籍
研
究
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
﹇Ъ
﹈

3
年
（2021

）

4
月
1
日

渡
部
泰
明
館
長
就
任

4
年
（2022

）

4
月
1
日

古
典
籍
デ
ー
タ
駆
動
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
﹇

﹈

Ъ

Щ

2020 2010
Ц Х

Ч

Ш
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仼儖鏤ס塷⺒氳⪯盈ס㎁꤀⪦⺱溿狒ؠ٭٠عشؾ啶疣銶槆
歴史的典籍NW事業において 30 万点の日本語の歴史的典籍の全冊画像を、オープンデータ
として整備しています。こうしたデータの蓄積から、CODHなど他機関との共同研究により、
テキスト化のための AI の認識技術開発など、さまざまな取り組みを行っています。

Ӗ�二仼儖⹿⪯盈稀⺬ت٭يذ٭ظ�ն�մ�ず┉ס仼儖⹿⪯盈َعؕئٜذ٭մ�IUUQT���LPUFOTFLJ�OJKM�B�D�KQ�

Ӗ�"* ؅榫ַג鏀閁䤗软մ☔乃㰢ذ٭ظ٤و٭؛⪦⺱溿狒٭ذ٤ج 	$0%)
�IUUQ���DPEI�SPJT�BD�KQ� 䬠❠

 日本古典籍の撮影風景『十
い ざ よ い

六夜日
にっ

記
き

』（https://doi.org/10.20730/200003074）

国
文
研
の
こ
れ
か
ら

くずし字データセット
詳しい使い方

については P54 を
ご覧ください！
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عؠؘةٞوⰨ䡗ס鐐갭鉮婊㑔☔乃㰢׾׻מ껮Ⳃذ٭ظ
日本語の歴史的典籍に記録されて蓄積されてきた膨大な情報、 またモノとしての書物自体が蓄積し
てきた物質的な情報をめぐって行われる人文学分野の研究成果を、自然科学を含む多分野の研究機
関と連携して、現代社会の抱えるさまざまな課題解決のために活用することを目指しています。

Ӗ�㎁玮哕㏐溿狒䢥׾׻מ⺱⪧סכյ仼儖鏤ס塷⺒氳⪯盈מ鋗鬼؅ذ٭ظג׿׈⮵榫ג׊յմ�㛾⛮׷㏐杶釨嘗ס梪㗞ゖ갭מ꞊׾؂溿狒ն

Ӗ�ٓؿ擻韬ס⮆冪׼־僗沟؅ذ٭ظם釤⭳׌յُٜؓٛط⮆冪ն
高解像度デジタル
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『佐
さ

賀
が

電
でん

信
しん

録
ろく

』

『安
あん

政
せい

見
けん

聞
もん

誌
し

』
『太

だじょうかんにっし

政官日誌』

『纂
さん

評
ぴょう

 韓
かんりゅうぶんすい

柳文粋』

（https://doi.org/10.20730/200016816）
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№

⺲մ燡

侇մ♏

⿦մ丗
鑁姲鋗⺘

第
一
章　
〈
推
し
〉
の
一
冊　

1

毎
月
抄

室
町
時
代
写

一
軸

11-127

2
〔
素
庵
本
三
十
六
歌
仙
〕

〔
寛
永
頃
〕
刊　
　

一
冊

サ2-35

3

吉
田
臥
竜
軒
詩
文 

歴
代
詩
文
／
六

江
戸
前
期
写

一
軸

85-6

4

定
家
物
語

慶
長
一
二
年
写

一
幅

ヨ1-162　
　
　

5

宇
津
保
物
語

天
保
一
五
年
刊

三
〇
冊

サ4-91

6

源
氏
か
る
た

江
戸
後
期
写

一
箱

98-1060

7

狭
衣

江
戸
前
期
刊

一
冊

タ4-51

8

阿
仏
の
文

室
町
前
期
頃
写

一
冊

タ5-128

9

道
行
集

江
戸
前
期
刊

一
冊

ナ7-87

10

無
門
関

寛
永
九
年
刊

一
冊

ワ3-61

11

老
の
す
さ
み

室
町
後
期
写

一
軸
19-3

12

常
盤
鞍
馬
破

江
戸
後
期
写

一
冊

45-73

13

西
山
物
語

明
和
五
年
刊

一
冊

ナ4-746

14

随
園
食
単

清
・
嘉
慶
元
年
刊

二
冊

50-20

15

御
も
ん
づ
く
し

寛
永
二
一
年
刊

一
冊

M
Y-1201-001

16

泰
平
万
代
大
成
武
鑑

宝
暦
一
二
年
刊

四
冊

M
Y-1201-117

17

袖
玉
武
鑑

万
延
二
年
刊

一
冊

M
Y-1201-286

18

絵
本
武
者
備
考

寛
延
二
年
刊

三
冊

ヤ8-76

19

大
阪
書
田
会
近
世
初
期
名
作
標
本
集

明
治
四
五
年
撰

一
帖

ラ3-31

20

古
戦
短
歌

江
戸
前
期
写

一
冊

22-263

21

薄
遊
漫
載

文
化
一
一
年
刊

二
冊

ナ8-342

22

金
色
夜
叉
（
縮
刷
一
八
〇
版
）

大
正
一
三
年
刊

一
冊

ヒ4:997

23

武
蔵
国
絵
図

江
戸
前
期

一
舗

27M
-2

24

保
字
金
引
替
群
集
絵
図
面

元
治
元
年
写

一
冊

26U/47

25

諸
用
扣
（
留
）

文
化
一
一
〜
天
保
一
四
年

二
八
冊

30J/1504

26

渋
澤
栄
一
愛
用
の
帽
子

明
治
〜
昭
和
頃

四
点

37TF/56-60

・37TF/56-7

27

招
魂
社
綴　

明
治
二
三
〜
二
七
年
作
成

一
綴

24N
/1325

28

絵
本
磯
馴
松

元
文
二
年
刊

一
冊

49-245

第
二
章　

国
文
研
を
ひ
ら
く　

29

内
裏
名
所
百
首

江
戸
後
期
写

一
箱

ヤ8-334

30

画
本
虫
撰

天
明
八
年
刊

二
冊

99-127

31

銀
世
界

江
戸
中
期
刊

一
帖

99-210

32

詩
文

江
戸
前
期
写

一
軸

65-8

33

出
水
堤
百
間
程
切
込
ノ
図

天
保
一
五
年
写

一
鋪

30J/1483-7

34

源
氏
物
語

〔
鎌
倉
中
期
〜
室
町
期
〕
写

一
六
冊

99-165

35

渋
沢
栄
一
日
記

慶
応
四
〜
昭
和
六
年
写

三
〇
冊

37TGH
/955-1~30

36

土
方
歳
三
金
子
借
用
証
文

慶
応
三
年
写

一
通

26L/611

37

中
朝
事
実

寛
文
九
年
写

二
冊

22-1

38

住
吉
物
語

江
戸
前
期
写

三
冊

99-39

39

大
橋
の
中
将

江
戸
前
期
写

三
冊

99-209

40

徒
然
草

江
戸
初
期
刊

二
冊

99-93

41

伊
勢
物
語

江
戸
初
期
刊

二
冊　

98-406

42

舞
の
本

江
戸
前
期
刊

三
六
冊

99-211

43

阿
弥
陀
胸
割

〔
慶
長
〜
元
和
頃
〕
刊

一
冊

99-91

44

天
工
開
物

明
和
八
年
刊

九
冊

49-391

45

Heelkundige onderwyzingen

一
七
四
一
年
刊

一
冊

99-215

46

瘍
科
精
選
図
解
（
永
楽
屋
版
）

文
政
三
年
刊

二
冊

99-213
47

瘍
科
精
選
図
解
（
山
形
屋
版
）

文
政
三
年
刊

二
冊

99-214
48

M
om
otaro

明
治
一
八
年
刊

一
冊

ム8:38:1

49

扇
の
草
紙
屏
風

江
戸
初
期
写

六
曲
一
隻

99-151

50

百
人
一
首
か
る
た

江
戸
中
期
写

一
箱　

ヤ8-331　

51

伊
勢
物
語
か
る
た

江
戸
中
期
刊

一
箱

98-1024

52

諸
国
領
主
物
産
骨
牌

江
戸
後
期
写

一
箱

M
X-301-13

53

十
六
夜
日
記

江
戸
初
期
写

二
冊

99-21　

出
品
リ
ス
ト
※
請
求
記
号
の
な
い
も
の
は
現
在
整
理
中



2

ご
あ
い
さ
つ

　
国
文
学
研
究
資
料
館
は
、
今
年
で
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
半
世
紀
に
及
ぶ
年
月

の
中
で
、
わ
が
館
に
は
、
膨
大
な
書
籍
、
資
料
、
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
利

用
に
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
に
よ
っ
て
、
三
〇
万
点
の
古
典
籍
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
て
収
集
し
、

公
開
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
努
力
を
重
ね
、
ま
も
な
く
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

二
四
時
間
、世
界
中
か
ら
の
利
用
が
可
能
な
わ
け
で
す
。
こ
う
し
て
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
実
物
を
見
た
い
と
い
う
願
望
も
ま
た
強
ま
っ
て
き

ま
す
。本
物
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、バ
ー
チ
ャ
ル
な
情
報
の
価
値
も
高
ま
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　今回
館
員
た
ち
に
、
当
館
の
所
蔵
す
る
古
典
籍
の
中
か
ら
、
こ
れ
ぞ
と
い
う
「
本
物
」

を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
稀き

覯こ
う

本
だ
か
ら
、
挿
絵
が
き
れ
い
で
、
装
訂
が

見
事
、
学
問
的
重
要
性
等
々
、
推
す
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
古
典
籍
へ

の
私
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
ま
た
、当
館
を
利
用
さ
れ
て
き
た
人
々
の
、

さ
ら
に
は
、
古
典
籍
を
い
ま
に
伝
え
て
き
た
人
々
の
思
い
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
本

を
見
る
と
は
、
そ
う
い
う
思
い
を
も
受
け
取
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
な
に
も
難

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
を
見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
必
ず
そ
う
い
う
思

い
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
本
物
の
世
界
へ
、
よ
う
こ
そ
。

国
文
学
研
究
資
料
館
長

　渡部
泰
明
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54

十
六
夜
日
記

江
戸
初
期
刊

一
冊

99-212

　

55

御
曹
子
島
渡

江
戸
中
期
刊

一
冊

96-814-4

　

56

諸
原
起
類
聚
鏡

江
戸
後
期
写

一
冊

29-144

57

大
殿
様
御
湯
治
之
記

文
政
六
年
写

一
冊

26A/

う998

58

紀
伊
国
日
高
郡
天
音
山
道
成
寺

江
戸
後
期
刊

一
枚

59

上
州
草
津
温
泉
之
図

江
戸
後
期
刊

一
枚

60

方
丈
記

〔
慶
長
一
五
年
以
前
〕
刊

一
冊

99-168

61

世
間
胸
算
用

元
禄
五
年
刊

五
冊

ナ4-954

62

道
中
膝
栗
毛

享
和
二
〜
文
化
一
一
年
刊
　
一
八
冊

ナ4-61

第
三
章

　国
文
研
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

　

63

国
文
学
研
究
資
料
館
中
央
棟
新
営

そ
の
他
工
事

寄
せ
書
き

64

国
文
学
研
究
資
料
館

関
係
者
名
簿

65

定
礎
記
念
　

66

初
期
の
当
館
概
要

（1974

年
〜1976

年
）

67

定
礎
に
入
っ
て
い
た
記
録
物
の
箱

参
考
文
献
一
覧

 ・
土
屋
喬
雄
『
渋
沢
栄
一
』（
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
、
一
九
八
九
年
）

 ・
『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵 

伊
勢
物
語
図
録 

第
四
集 

伊
勢
物
語
か
る
た
・
王
朝
へ
の
あ
こ
が
れ
』（
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文

華
館
、
一
九
九
三
年
）

 ・
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
史
料
館
収
蔵
史
料
総
覧
』（
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）

 ・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
編
『
岩
瀬
文
庫
の
一
〇
〇
点
　創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
特
別
展
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、二
〇
〇
八
年
）

 ・
田
渕
句
美
子
編
『
十
六
夜
日
記
白
描
淡
彩
絵
入
写
本
・
阿
仏
の
文
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

 ・
池
田
和
臣
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
　鎌
倉
時
代
古
写
本
　源
氏
物
語
十
六
帖
（
榊
原
本
）」（
国
文
学
研
究
資
料
館
影

印
叢
書
4
『
源
氏
物
語
　榊
原
本
一
〜
五
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

 ・
中
尾
友
香
梨
・
井
上
敏
幸
著
『
文
人
大
名
鍋
島
直
條
の
詩
箋
巻
』（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
四
年
）

 ・
安
原
眞
琴
「
新
出
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
扇
の
草
子
』
屏
風
―
書
誌
と
翻
刻
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
一
一
号
、

二
〇
一
四
年
一
月
）

 ・
小
秋
元
段
「
解
説
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
７
『
嵯
峨
本
　方
丈
記
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

 ・
齋
藤
真
麻
理
「
渡
海
の
絵
巻
―
い
け
の
や
文
庫
蔵
『
御
曹
子
島
渡
り
』
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
　文
学
研
究
篇
』

四
四
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

 ・
石
川
透
「
文
献
と
し
て
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
」（『
日
本
文
学
』
六
九
│
七
号
、
二
〇
二
〇
年
七
月
）



   

 
 

　

　

　

 
 

記念展示
   

創立

周年
50

こ
く
ぶ
ん
け
ん〈
推
し
〉の 

冊 

一


